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一級建築士登録

第１０１３１６号

代表取締役社長　　栗 原 將 光
訂正 工

事
名

図
面
名

管
理
者

発行

認

部長 次長 審査 担当

図
番

連
番

設
計
者

縮
尺

一級建築士登録
栗 原 憲 昭 伏見　勇男

第２８９３０８号

A1:

A3:

ＳＡＫＡＲＩ

Ｓ Ｏ Ｇ Ｏ

Ｐ Ｌ Ａ Ｎ

株式会社 盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計
事務所登録　　　宮城県　第２３２１０１８８号

Ａ－　

C5 薬用保冷庫 品質管理室 S＝1/15

品名
機種名

外装
内装

断熱材

外形（㎜）

内形（㎜）

適用ブレーカー
適用コンセント

温度制御

（５０／６０Ｈｚ）
力  率(%)

始動電流（Ａ）冷却時

冷却器
冷媒

凝縮器

圧縮機公称出力

運転電流（Ａ）

消費電力（Ｗ）

使用周囲環境（℃）

有効内容積（Ｌ）

設定温度範囲

(幅×奥行×高さ)

(幅×奥行×高さ)

冷

硬質発泡ポリウレタン一体発泡

強制通風式フィンチューブ型
R1234yf

寸

法

扉

質

材

冷媒制御方法

霜取方式

却

装

置

許容電圧範囲(V)源

電

放熱量　５０／６０Ｈｚ

800×650(748)×1870

500L
製品質量（㎏）

マイコン制御　デジタル温度表示
自動検知式サイクルデフロスト

キャピラリーチューブ

接地2Ｐ　15A 125V
90～110

ワイヤーチューブ型

112kg

FMS-505GX

－５～３５℃　80％RH以下

単相１００Ｖ １５A 50/60Hz

付属品 棚網10枚、鍵（各扉1個）

700×485×1337

運転電流（Ａ）
消費電力（Ｗ）（５０／６０Ｈｚ）

加温時（外気低温時）

電

気

特

性

薬用保冷庫

塗装鋼板
カラー鋼板

塗装鋼板

マグネット式　2枚

表面：塗装鋼板
裏面：塗装鋼板
特殊二重ガラス

140Ｗ

温度変動幅

キャスター ４輪（自在）

ECモード：2～25℃
HCモード：3～5℃

HCモード：２℃（無負荷、周囲温度1～30℃）
ECモード：４℃（無負荷、周囲温度-5～35℃）

※１）仕様・外観につきましては改良の為予告なく変更することがあります。
※２）外形寸法は突起部の寸法を含んでおりません。
※３）各特性値は製品・運転・設置条件などによって若干異なる場合があります。

355/390W

2.4/2.4
20/20
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207/207

吹出

吸込

わずかに燃える冷媒を使用しております。
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【平面図】【平面図】

【正面図】 【断面図】

冷媒が漏れたときにも安全に運用するために

最小設置床面積以上の場所に設置してください。

コンセント形状

品質管理室 1カ所 S＝1/15低温インキュベーターC8

加
熱
装
置

品名
機種名

外装

内装

断熱材
自在棚

外形（㎜）

内形（㎜）

温度制御

冷却器
冷媒

凝縮器

圧縮機公称出力

有効内容積（Ｌ）

製品質量（㎏）

(幅×奥行×高さ)

(幅×奥行×高さ)

冷

低温インキュベーター

ステンレス鋼板

硬質発泡ポリウレタン

裏面 ステンレス鋼板

鋼線抗菌樹脂コーティング
-15～50℃

175W

マイコン制御 デジタ ル温度表示

フィンチューブ冷気強制循環式
R-134a

キャピラリーチューブ

ワイヤーチューブ強制空冷式

寸

法

扉

質

材

冷媒制御方法

霜取方式 マイコン制御　ヒーターデフロスト

却

装

置

FMU-204I

700×799×1107

620×545×584

207

100

特殊二重ガラス
マグネット式１枚

仕様・外観につきましては改良の為予告なく変更することがあります。

適用ブレーカー容量
適用コンセント形式

運転電流（Ａ）
消費電力（Ｗ）

（５０／６０Ｈｚ）
力  率(%)

始動電流（Ａ）

霜取時

冷却時
運転電流（Ａ）

消費電力（Ｗ）

使用周囲温度（℃）

電

気

特

性

単相100V 15A 50/60Hz
接地2Ｐ 15A 125V

90～110

-5～35℃　80％RH以下

許容電圧範囲(V)源

電

放熱量 50/60Hz

2.4/2.3

210/220
88/96

4.1/4.1
410/410

照明 蛍光灯　１５Ｗ

13.8/14.7

625／ 655W

（５０／６０Ｈｚ）

最大時
（５０／６０Ｈｚ）

運転電流（Ａ） 7.8/7.6

消費電力（Ｗ） 595/615

キャスター ４輪（自在）

専用棚網3枚、鍵1set付属品

冷却性能 周囲温度30℃(無負荷)

加熱器 ヒーター　400Ｗ

温度制御 庫内強制循環式

合金化亜鉛鉄板ポリエステル樹脂焼付塗装

合金化亜鉛鉄板ポリエステル樹脂焼付塗装

732 4819
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270/275消費電力（Ｗ）
3.1/2.8運転電流（Ａ）

（５０／６０Ｈｚ）
最大時
（５０／６０Ｈｚ）

（周囲温度２０℃　無負荷）

置
装
熱
加

庫内強制循環式
ヒーター　１２０Ｗ

温度制御
加熱器

合金化亜鉛鉄板ポリエステル樹脂焼付塗装

マグネット式１枚
特殊二重ガラス

合金化亜鉛鉄板ポリエステル樹脂焼付塗装
40
50

400×335×370

483×487(554)×685

FMU-054I

１４０/１４０
１．４/１．４

76/96
130/135

16.8/16.7
1.7/1.4

遮光板１枚その他

ゴム製脚
280/290W 放熱量 50/60Hz

電

源 許容電圧範囲(V)

置

装

却

マイコン制御　ヒーターデフロスト霜取方式

冷媒制御方法

材

質

扉

法

寸

棚網2枚、測定孔キャップ

-5～35

90～110
接地2Ｐ 15A 125V
単相100V 10A 50/60Hz

ワイヤーチューブ強制空冷式
キャピラリーチューブ

R-134a
フィンチューブ冷気強制循環式

マイコン制御 デジタ ル温度表示

100W

-15～50℃

鋼線抗菌樹脂コーティング

裏面 ステンレス鋼板

硬質発泡ポリウレタン

ステンレス鋼板　ＳＵＳ３０４

低温インキュベーター

性

特

気

電

冷

(幅×奥行×高さ)

(幅×奥行×高さ)

設定温度範囲

製品質量（㎏）
有効内容積（Ｌ）

使用周囲温度（℃）

消費電力（Ｗ）

運転電流（Ａ）

圧縮機公称出力

凝縮器

冷媒
冷却器

冷却時

霜取時

始動電流（Ａ）

力  率(%)
（５０／６０Ｈｚ）

温度制御

消費電力（Ｗ）
運転電流（Ａ）

仕様・外観につきましては改良の為予告なく変更することがあります。

適用コンセント形式
適用ブレーカー容量

内形（㎜）

外形（㎜）

付属品

自在棚
断熱材

内装
外装

機種名
品名

低温インキュベーターC7

品質管理室 1カ所 S＝1/20

S＝1/10品質管理室

【平面図】
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機冷 凍

吸い込み 吹き出し

※１）仕様・外観につきましては改良の為予告なく変更することがあります。
※２）外形寸法は突起部の寸法を含んでおりません。
※3）各特性値は製品・運 転・設置条件などによって若干異なる場合があります。

吹出

吸込

品名
機種名

外装

断熱材

外形（mm）

内形（mm）

適用ブレーカー
適用コンセント

温度制御

（５０／６０Ｈｚ）
力  率(%)

始動電流（Ａ）冷却時

冷却器
冷媒

凝縮器

圧縮機公称出力

運転電流（Ａ）

消費電力（Ｗ）

有効内容積（Ｌ）

冷却性能 

(幅×奥行×高さ)

(幅×奥行×高さ)

冷

メディカルフリーザー

硬質発泡ポリウレタン

パイプオンシート型
R-404A

寸

法

質

材

冷媒制御方法

霜取方式

却

装

置

許容電圧範囲(V)源

電

500×729（777）×1795

300

（無負荷、周囲温度３０℃）

360×605×1330

製品質量（kg）

マイコン制御
オフサイクルデフロスト（手動霜取、手動復帰）

マイコン制御デジタル温度表示
温度調節範囲　－３０～－２０℃

キャピラリチューブ

接地2P　15A 125V
90～110

350W

フィンチューブ型

マグネット式　1枚

95

FMF-301F

－５～３５℃

単相１００Ｖ １５A 50/60Hz

電
気

性

４輪（自在）

330×593×156

272×527×146（底面フラット部）

内装

表面：塗装鋼板
裏面：塗装鋼板

塗装鋼板
塗装鋼板
樹脂鋼板

扉

ケ

バ

ッ
ト

法

2.8/2.2

210/215
75/98

27/26

410/435Ｗ

特

使用周囲温度（℃）
放熱量　５０／６０Ｈｚ
キャスター
付属品

外形（mm）
(幅×奥行×高さ)
内形（mm）
(幅×奥行×高さ)

寸ス

霜取用ヘラ１個、棚板７枚、バスケット７個、鍵

家具図６

2カ所

2カ所

電源コンセントは接地極付とする。

コンセント形状

電源コンセントは接地極付とする。 コンセント形状

電源コンセントは接地極付とする。

コンセント形状

電源コンセントは接地極付とする。

川房地区複合型園芸施設整備事業加工施設建築主体工事
2025.10
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一級建築士登録
栗 原 憲 昭 伏見　勇男

第２８９３０８号

A1:

A3:

ＳＡＫＡＲＩ

Ｓ Ｏ Ｇ Ｏ

Ｐ Ｌ Ａ Ｎ

株式会社 盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計
事務所登録　　　宮城県　第２３２１０１８８号

Ａ－　

品質管理室 1カ所 品質管理室 1カ所

家具図７

仕 様

排気：約２．２ｍ53／ｍｉｎ

（個々の風速値は設定値±２０％以内。吹出し口下流１００mmにて測定）

平均：０.４５ｍ／ｓ (NORMAL(中速) 時)

給気：約１９．５ｍ53／ｍｉｎ（吹出し面積：0.47×1.54＝0.724m52にて計算）

排気フィルタ－：ＨＥＰＡフィルタ－

給気フィルタ－：ＨＥＰＡフィルタ－

本　　　体　　　　　：　鋼板製焼付塗装

作業台、背板、側板　：　ステンレス製ヘアーライン仕上

４５Ｗ　ＬＥＤ照明（調光式）

ＡＴＣ－７（ホワイトグレー、半艶、抗菌塗装）

ＡＣ　１００Ｖ　１φ　５０／６０Ｈｚ

ステータスバー

風速切替可能　（NORMAL5+(高速) / NORMAL(中速) / ECO(低速)）　

コンセント　庫内２口、脚元１口（合計５Ａ）

約２６０ kg

約２２０Ｗ（約３００ＶＡ）（NORMAL運転+照明（調光最大設定）+ステータスバー（緑）点灯時）

１５Ｗ×２灯（インバーター式）（前面シャッターとのインターロック）

ガスバーナー/フットスイッチ、バキューム配管、オートピペット

ＨＥＰＡフィルター差圧計（給気/排気）、固定式ハンガーパイプ

０．３μｍ粒子（ＰＡＯ）にて９９．９９％以上

ＩＳＯ－５（クラス１００）（検証粒径０．３μｍ粒子にて）庫 内 清 浄 度

集 塵 効 率

集 塵 要 素

処 理 風 量

吹 出 風 速

構 造

照 　 明

殺 菌 灯

塗 色

電 源

消 費 電 力

重 量

そ の 他

オ プ シ ョ ン

S＝1/15

庫内有効
3030 1540

（２ＰＥ付、１口）

(オプション）

(オプション）

(１０Ａ）

(CD3212912)

（インバーター方式）

排気パンチング板

ＰＡＯ検査コック

（外径φ10用）

フィルターメンテナンス蓋

操作スイッチ
左：ファンスイッチ
中：照明スイッチ　
右：殺菌灯スイッチ

タッチモニタ

前面シャッター
(５ｔ強化ガラス）

シャッターカバー

取 手
（アルミ製）

作業台
（ステンレス製）

庫内コンセント
（２ＰＥ付、２口）

脚元コンセント

ファンメンテナンス蓋

フットスイッチ

シャッター間口
90 901,420

1,600

1,
79

0(
2
,0

4
0) 7
20

(
5
50

)
シ

ャ
ッ

タ
ー

MA
X開

口

3
20

780

風速センサー

ＬＥＤ照明
（５段階調光式）

ステータスバー

NORMAL5+(高速):色選択可能
NORMAL (中速):色選択可能
ECO    (低速):色選択可能

FAN異常時　　:赤色
警報時　　 　:黄色

アジャスター

キャスター

サーキットプロテクター

ガスバーナー

ガスコック

ガス継手

7
5
0

(CD3212914)
排気フィルター

給気フィルター×２

整流パンチング板

15W殺菌灯×２灯

吸込みパンチング

送風機×２台
(ＤＣブラシレスモーター）

電源コード(２ＰＥ付)

(機外３ｍ）

【平面図】

【断面図】【正面図】

クリーンベンチC9 高圧蒸気滅菌器 

(610) 90

S＝NS

1/15,NS

1/30,NS

C10

川房地区複合型園芸施設整備事業加工施設建築主体工事
2025.10
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一級建築士登録

第１０１３１６号

代表取締役社長　　栗 原 將 光
訂正 工

事
名

図
面
名

管
理
者

発行

認

部長 次長 審査 担当

図
番

連
番

設
計
者

縮
尺

一級建築士登録
栗 原 憲 昭 伏見　勇男

第２８９３０８号

A1:

A3:

ＳＡＫＡＲＩ

Ｓ Ｏ Ｇ Ｏ

Ｐ Ｌ Ａ Ｎ

株式会社 盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計
事務所登録　　　宮城県　第２３２１０１８８号

Ａ－　

品質管理室 1カ所 品質管理室 1カ所C11 C12バックミキサー 分析天秤

家具図８

S＝NS S＝1/3

1/3，NS

1/6，NS

川房地区複合型園芸施設整備事業加工施設建築主体工事
2025.10

１３６
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一級建築士登録

第１０１３１６号

代表取締役社長　　栗 原 將 光
訂正 工

事
名

図
面
名

管
理
者

発行

認

部長 次長 審査 担当

図
番

連
番

設
計
者

縮
尺

一級建築士登録
栗 原 憲 昭 伏見　勇男

第２８９３０８号

A1:

A3:

ＳＡＫＡＲＩ

Ｓ Ｏ Ｇ Ｏ

Ｐ Ｌ Ａ Ｎ

株式会社 盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計
事務所登録　　　宮城県　第２３２１０１８８号

Ａ－　

品質管理室 1カ所 品質管理室 1カ所C13 C14

家具図９

水分計 3M プレートリーダーアドバンスト

1/5，NS

1/10，NS

S＝NSS＝1/5

川房地区複合型園芸施設整備事業加工施設建築主体工事
2025.10
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一級建築士登録

第１０１３１６号

代表取締役社長　　栗 原 將 光
訂正 工

事
名

図
面
名

管
理
者

発行

認

部長 次長 審査 担当

図
番

連
番

設
計
者

縮
尺

一級建築士登録
栗 原 憲 昭 伏見　勇男

第２８９３０８号

A1:

A3:

ＳＡＫＡＲＩ

Ｓ Ｏ Ｇ Ｏ

Ｐ Ｌ Ａ Ｎ

株式会社 盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計
事務所登録　　　宮城県　第２３２１０１８８号

Ａ－　

品質管理室 1カ所 S＝NSC15 乾熱滅菌器

nonscale

nonscale

家具図１０

川房地区複合型園芸施設整備事業加工施設建築主体工事
2025.10

１３８



乾燥室

77,000

12,000 4,700 11,300 13,000 10,000 13,000

1
3
,
5
0
0

4
7
,
0
0
0

5
,
0
0
0

1
2
,
3
0
0

1
8
,
7
0
0

2
2
,
0
0
0

1
1
,
5
0
0

3
,
9
0
0

7
,
1
0
0

77,000

8,000 7,000 7,000 7,000 6,000 7,500 13,000 6,000

Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ2 3 4 5 6 7 8 9 10

15,500 30,500 31,000

Ｙ2

4
7
,
0
0
0

13,700

6,0007,000

9,700

5
8
,
5
0
0

玄関
一般・従業員

カット野菜
ピッキング野菜

予冷庫

風除室
男子更衣室

（1）

女子更衣室
（1）

事務室
（1）

物品庫 倉庫
(3)

消火
ポンプ室

次亜塩素
電解水機械室

予冷前室

倉庫(備品用)薬品庫

準備室
出荷

男子

外部
ＷＣ

女子
ＷＣ
（1）

ＷＣ
（1）

品管備品の
保管庫
倉庫
（2）

品質管理室

加工前室Ａ(1)

加工前室Ａ(2)

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ置場

(野菜加工用、そうざい加工用)

カット野菜

下処理室

パッケージ
製造室

ゴミ収集室

出荷前室

冷凍庫

トンネルフリーザー室

衛生前室

原料保管冷凍室

粉庫室
調味料等
調整室

加工前室
Ｂ(2) 女子

更衣室
（2）

（2）

男子
更衣室

女子
ＷＣ
（2） （2）

ＷＣ
男子

風除室

（2）

加工前室
Ｂ(1)

小麦粉置場

中華まん廊下

資材置場

根菜前室

根菜類

下処理室出荷・回収エリア

そうざい搬入エリア

野菜(根菜)搬入エリア

野菜搬入エリア

解凍室

冷凍前室

下処理室
冷凍用

計量済

中華まん
生地室

扉式蒸し器室

製品冷凍庫

（２）
カット野菜加工室 カット野菜加工室

（１）

コンテナ洗浄室

上部庇

ＣＯＮ舗装

竪樋
65Φ

竪樋
65Φ

150Φ 150Φ
竪樋 竪樋

竪樋
150Φ

竪樋
65Φ

竪樋

上部庇

上部庇

▼

AS

6人

従業員風除室(2)利用人数

４０人

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
台車洗浄スペース

メンテナンス
スペース

上部庇

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ置場

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ置場

AS

4人

2人

ごみ置き場
W1.4＊D0.8＊H1.2

×２

ごみ置き場
W1.4＊D0.8＊H1.2

×２

上部庇

(ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ充電)

ＣＯＮ舗装

▼

９人

従業員風除室(2)利用人数

3人

台車返却

受渡し用窓ｼ
ｰ
ﾄ
ｼ
ｬ
ｯ
ﾀ
ｰ

防
火

ｼ
ｬ
ｯ
ﾀ
ｰ

Ｄ
Ｓ

Ｄ
Ｓ

保温ドア

目視透明ｶﾞﾗｽ 目視透明ｶﾞﾗｽ目視透明ｶﾞﾗｽ

防火ｼｬｯﾀｰ

ｼｰﾄｼｬｯﾀｰ

保
温

ド
ア

ｼ
ｰ
ﾄ
ｼ
ｬ
ｯ
ﾀ
ｰ

防
火

ｼ
ｬ
ｯ
ﾀ
ｰ

ｼ
ｰ
ﾄ
ｼ
ｬ
ｯ
ﾀ
ｰ

O
H
D

O
H
D

O
H
D

O
H
D

OHD

防災盤
（Ｅ）

動力盤

（Ｅ）

履替え

竪樋
150Φ

出荷

11,000×10,500
10,000×3,875

保温ドア

保
温

ド
ア

保
温

ド
ア

保温ドア

（Ｅ）動力盤

履替え
20人

手洗い
6人

手洗
2人

3人
手洗い

靴底洗い
スペース
(ﾏｯﾄ敷き)

靴洗槽

屋消

屋消

埃取り

下足
24人
×
3台
72人

34人7人

150Φ

ＡＳ舗装

残渣
操作盤

靴
保温ドア

靴

靴
屋消

竪樋
65Φ

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ置場
(ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ充電)

靴

靴

靴 靴

靴

製品

靴

靴

保
温

ド
ア

自動販売機

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ置場
(ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ充電)

竪樋
65Φ

ごみ置き場
W1.4＊D0.8＊H1.2
×２

循環水

噴出部
Ｓ

Ｓ

Ｓ

屋消

スロープ

1/12

手摺 手摺

手摺

手摺

手摺

手摺

マシンハッチ

250φ排気筒

バルクタンク置場

包装室
（２）

靴

靴

靴

ピッキング野菜加工室

移動式棚

ＯＡフロア

廊下
（１）

出荷室

包装室

（１）

中華まん成型室

ピッキング
野菜加工
下処理室

上下窓
冷凍用野菜
下処理室

ＷＣ
前室

20人下足埃取り

PS

成型室

カット野菜レーン-１

カット野菜レーン-２

蒸し器室

カゴ高さH2500

12,000

7
,
5
0
0

4
,
0
0
0

1
1
,
5
0
0

Ｙ3

Ｙ1

Ｘ1 Ｘ11

ピッキング野菜レーン

加工通路

障がい者
ＷＣ

8,000×2,500

竪樋
150Φ

65Φ
竪樋

150Φ
竪樋 竪樋

150Φ 上部庇

竪樋
150Φ

室外機基礎

竪樋 65Φ

竪樋 65Φ

上部庇

結露対策
バックスペース

竪樋
65Φ

▼

回収 ▼

搬入

▼

搬入

搬入
▼

クーリングタワー

ポンプ

(排水)

冷凍機置き場

3
3
5

3
3
5

3
3
5

335
3
3
5

2
5
,
5
1
5

7,815 335

OHD

搬入
▼

7,015

搬入

OHD

ＤＳ

▼

ＤＳ ＤＳ

O
H
D▼

出荷

Ｄ
Ｓ

Ｄ
Ｓ

Ｄ
Ｓ

PS

Ｓ
Ｓ

ベルトコンベア
残渣破砕機

残渣均し台Ｓ造H1800

残渣収集室

ボイラー室

4,000

Ｓ造架台H1800

残渣槽
(開口式)

（野菜用）

MH

残渣処理室

残渣槽
(密閉式)

Ｓ造階段

ボイラー

ホイストクレーン
500kg

2
0
,
8
1
5

作業員事務室

研修室

ｶｳﾝﾀｰ
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一級建築士登録

第１０１３１６号

代表取締役社長　　栗 原 將 光
訂正 工

事
名

図
面
名

管
理
者

発行

認

部長 次長 審査 担当

図
番

連
番

設
計
者

縮
尺

一級建築士登録
栗 原 憲 昭 伏見　勇男

第２８９３０８号

A1:

A3:

ＳＡＫＡＲＩ

Ｓ Ｏ Ｇ Ｏ

Ｐ Ｌ Ａ Ｎ

株式会社 盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計
事務所登録　　　宮城県　第２３２１０１８８号

Ａ－　

1/150

1/300

へ

へ

へ

へへへ

へ

へ

へ

へ

シ シ
シ シ

シ

シ シ シ シ

シ

シ

シシ

シ シ

シ

シ カ

カ

カ

カ

へ

ピ ピ

ピ ピ

ピ ピ

ピ

ピ ピ

ピ

ピ

■凡　例

へ

シ

カ

ピ

壁面サイン：300×300

(本体)カラーアクリルt5、(表示)塩ビシート切り文字貼り

(本体)カラーアクリルt5、(表示)塩ビシート切り文字貼り

室名札：300×150

ピクトサイン：200×300

（本体）カラーアクリルｔ5、（表示）室イメージサイン塩ビシート

（本体）ドア基材貼り、(表示)塩ビシート切り文字

カッティングシート貼り：１文字50×50

サインキープラン

カ

カ

シ

川房地区複合型園芸施設整備事業加工施設建築主体工事
2025.10
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一級建築士登録

第１０１３１６号

代表取締役社長　　栗 原 將 光
訂正 工

事
名

図
面
名

管
理
者

発行

認

部長 次長 審査 担当

図
番

連
番

設
計
者

縮
尺

一級建築士登録
栗 原 憲 昭 伏見　勇男

第２８９３０８号

A1:

A3:

ＳＡＫＡＲＩ

Ｓ Ｏ Ｇ Ｏ

Ｐ Ｌ Ａ Ｎ

株式会社 盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計
事務所登録　　　宮城県　第２３２１０１８８号

Ａ－　

へ 壁面サイン

ｱｸﾘﾙ(茶)ｔ5.0+捨て板ｔ3.0
ｼｰﾄ切文字貼

30
0

300

出荷室

部 屋 名 数量

風除室(1) １

出荷室 ３

ゴミ収集室

冷凍前室

１

１

風除室(2) １

１

１

根菜前室

予冷前室 ２

コンテナ洗浄室

300

部 屋 名 数量

１

１

１

１

１

ｱｸﾘﾙ(茶)ｔ5.0+捨て板ｔ3.0
ｼｰﾄ切文字貼

15
0 事務室

事務室 ２

１

物品庫

倉庫(3)

消火ポンプ室

加工前室Ａ(1)

品質管理室

１

１

１

１

倉庫(2)

出荷室 ２

２パッケージ製造室

出荷前室

風除室(2)

シ 室名札 ピ ピクトサイン

部 屋 名 数量

１

１

１

１

１

１

１

１

１
200

ｱｸﾘﾙ(茶)ｔ5.0+捨て板ｔ3.0
ｼｰﾄ切文字貼

30
0

外部ＷＣ １

女子ＷＣ(1)

障害者ＷＣ

男子ＷＣ(1)

女子更衣室(1)

男子更衣室(1)

女子更衣室(2)

男子更衣室(2)

ＷＣ前室

女子ＷＣ(2)

男子ＷＣ(2) １

カ

6
0 出荷室

60
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上下端筋　　 4-D16上下端筋　　 4-D16上下端筋　　 4-D16上下端筋　　 4-D16上下端筋　　 4-D16上下端筋　　 4-D16上下端筋　　 4-D16
スターラップ D13@200スターラップ D13@200スターラップ D13@200スターラップ D13@200スターラップ D13@200スターラップ D13@200スターラップ D13@200
腹　　筋　 　2-D13腹　　筋　 　2-D13腹　　筋　 　2-D13腹　　筋　 　2-D13腹　　筋　 　2-D13腹　　筋　 　2-D13腹　　筋　 　2-D13
巾止め筋　 　D10@2000巾止め筋　 　D10@2000巾止め筋　 　D10@2000巾止め筋　 　D10@2000巾止め筋　 　D10@2000巾止め筋　 　D10@2000巾止め筋　 　D10@2000

地盤改良　セメント固化材 80kg/m3程度地盤改良　セメント固化材 80kg/m3程度地盤改良　セメント固化材 80kg/m3程度地盤改良　セメント固化材 80kg/m3程度地盤改良　セメント固化材 80kg/m3程度地盤改良　セメント固化材 80kg/m3程度地盤改良　セメント固化材 80kg/m3程度
設計地耐力：50kN/m2設計地耐力：50kN/m2設計地耐力：50kN/m2設計地耐力：50kN/m2設計地耐力：50kN/m2設計地耐力：50kN/m2設計地耐力：50kN/m2

地盤改良　セメント固化材 80kg/m3程度地盤改良　セメント固化材 80kg/m3程度地盤改良　セメント固化材 80kg/m3程度地盤改良　セメント固化材 80kg/m3程度地盤改良　セメント固化材 80kg/m3程度地盤改良　セメント固化材 80kg/m3程度地盤改良　セメント固化材 80kg/m3程度
設計地耐力：100kN/m2設計地耐力：100kN/m2設計地耐力：100kN/m2設計地耐力：100kN/m2設計地耐力：100kN/m2設計地耐力：100kN/m2設計地耐力：100kN/m2

地盤改良　セメント固化材 80kg/m3程度地盤改良　セメント固化材 80kg/m3程度地盤改良　セメント固化材 80kg/m3程度地盤改良　セメント固化材 80kg/m3程度地盤改良　セメント固化材 80kg/m3程度地盤改良　セメント固化材 80kg/m3程度地盤改良　セメント固化材 80kg/m3程度
設計地耐力：50kN/m2設計地耐力：50kN/m2設計地耐力：50kN/m2設計地耐力：50kN/m2設計地耐力：50kN/m2設計地耐力：50kN/m2設計地耐力：50kN/m2

▽設計ＧＬ▽設計ＧＬ▽設計ＧＬ▽設計ＧＬ▽設計ＧＬ▽設計ＧＬ▽設計ＧＬ
▽既存ＧＬ▽既存ＧＬ▽既存ＧＬ▽既存ＧＬ▽既存ＧＬ▽既存ＧＬ▽既存ＧＬ

捨てコンｔ50捨てコンｔ50捨てコンｔ50捨てコンｔ50捨てコンｔ50捨てコンｔ50捨てコンｔ50 捨てコンｔ50捨てコンｔ50捨てコンｔ50捨てコンｔ50捨てコンｔ50捨てコンｔ50捨てコンｔ50

捨てコンｔ50捨てコンｔ50捨てコンｔ50捨てコンｔ50捨てコンｔ50捨てコンｔ50捨てコンｔ50

20202020202020

面取りＷ20（機械基礎全共通）面取りＷ20（機械基礎全共通）面取りＷ20（機械基礎全共通）面取りＷ20（機械基礎全共通）面取りＷ20（機械基礎全共通）面取りＷ20（機械基礎全共通）面取りＷ20（機械基礎全共通）

コンクリート直均し仕上コンクリート直均し仕上コンクリート直均し仕上コンクリート直均し仕上コンクリート直均し仕上コンクリート直均し仕上コンクリート直均し仕上

面取り詳細図S=1:10面取り詳細図S=1:10面取り詳細図S=1:10面取り詳細図S=1:10面取り詳細図S=1:10面取り詳細図S=1:10面取り詳細図S=1:10

400400400400400400400 1,6351,6351,6351,6351,6351,6351,635 400400400400400400400 1,6351,6351,6351,6351,6351,6351,635 400400400400400400400

800800800800800800800 1,5221,5221,5221,5221,5221,5221,522 4,4704,4704,4704,4704,4704,4704,470 2,0002,0002,0002,0002,0002,0002,000 7,6507,6507,6507,6507,6507,6507,650

原水ﾎﾟﾝﾌﾟ原水ﾎﾟﾝﾌﾟ原水ﾎﾟﾝﾌﾟ原水ﾎﾟﾝﾌﾟ原水ﾎﾟﾝﾌﾟ原水ﾎﾟﾝﾌﾟ原水ﾎﾟﾝﾌﾟ

700700700700700700700 2,6002,6002,6002,6002,6002,6002,600

制御盤制御盤制御盤制御盤制御盤制御盤制御盤
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薬注設備薬注設備薬注設備薬注設備薬注設備薬注設備薬注設備
※薬注図に記載※薬注図に記載※薬注図に記載※薬注図に記載※薬注図に記載※薬注図に記載※薬注図に記載
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井戸１ ※井戸２も同じとする井戸１ ※井戸２も同じとする井戸１ ※井戸２も同じとする井戸１ ※井戸２も同じとする井戸１ ※井戸２も同じとする井戸１ ※井戸２も同じとする井戸１ ※井戸２も同じとする
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宮城県仙台市青葉区上杉三丁目３－１６　〒９８０－００１１宮城県仙台市青葉区上杉三丁目３－１６　〒９８０－００１１宮城県仙台市青葉区上杉三丁目３－１６　〒９８０－００１１宮城県仙台市青葉区上杉三丁目３－１６　〒９８０－００１１宮城県仙台市青葉区上杉三丁目３－１６　〒９８０－００１１宮城県仙台市青葉区上杉三丁目３－１６　〒９８０－００１１宮城県仙台市青葉区上杉三丁目３－１６　〒９８０－００１１

ＴＥＬ（代表）０２２－２２２－６８８７　　ＦＡＸ０２２－２２４－２３９７ＴＥＬ（代表）０２２－２２２－６８８７　　ＦＡＸ０２２－２２４－２３９７ＴＥＬ（代表）０２２－２２２－６８８７　　ＦＡＸ０２２－２２４－２３９７ＴＥＬ（代表）０２２－２２２－６８８７　　ＦＡＸ０２２－２２４－２３９７ＴＥＬ（代表）０２２－２２２－６８８７　　ＦＡＸ０２２－２２４－２３９７ＴＥＬ（代表）０２２－２２２－６８８７　　ＦＡＸ０２２－２２４－２３９７ＴＥＬ（代表）０２２－２２２－６８８７　　ＦＡＸ０２２－２２４－２３９７

一級建築士登録一級建築士登録一級建築士登録一級建築士登録一級建築士登録一級建築士登録一級建築士登録

第１０１３１６号第１０１３１６号第１０１３１６号第１０１３１６号第１０１３１６号第１０１３１６号第１０１３１６号

代表取締役社長　　栗 原 將 光代表取締役社長　　栗 原 將 光代表取締役社長　　栗 原 將 光代表取締役社長　　栗 原 將 光代表取締役社長　　栗 原 將 光代表取締役社長　　栗 原 將 光代表取締役社長　　栗 原 將 光
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部長部長部長部長部長部長部長 次長次長次長次長次長次長次長 審査審査審査審査審査審査審査 担当担当担当担当担当担当担当
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一級建築士登録一級建築士登録一級建築士登録一級建築士登録一級建築士登録一級建築士登録一級建築士登録
栗 原 憲 昭栗 原 憲 昭栗 原 憲 昭栗 原 憲 昭栗 原 憲 昭栗 原 憲 昭栗 原 憲 昭 伏見　勇男伏見　勇男伏見　勇男伏見　勇男伏見　勇男伏見　勇男伏見　勇男

第２８９３０８号第２８９３０８号第２８９３０８号第２８９３０８号第２８９３０８号第２８９３０８号第２８９３０８号

A1:A1:A1:A1:A1:A1:A1:

A3:A3:A3:A3:A3:A3:A3:

ＳＡＫＡＲＩＳＡＫＡＲＩＳＡＫＡＲＩＳＡＫＡＲＩＳＡＫＡＲＩＳＡＫＡＲＩＳＡＫＡＲＩ

Ｓ Ｏ Ｇ ＯＳ Ｏ Ｇ ＯＳ Ｏ Ｇ ＯＳ Ｏ Ｇ ＯＳ Ｏ Ｇ ＯＳ Ｏ Ｇ ＯＳ Ｏ Ｇ Ｏ

Ｐ Ｌ Ａ ＮＰ Ｌ Ａ ＮＰ Ｌ Ａ ＮＰ Ｌ Ａ ＮＰ Ｌ Ａ ＮＰ Ｌ Ａ ＮＰ Ｌ Ａ Ｎ

株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社 盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計
事務所登録　　　宮城県　第２３２１０１８８号事務所登録　　　宮城県　第２３２１０１８８号事務所登録　　　宮城県　第２３２１０１８８号事務所登録　　　宮城県　第２３２１０１８８号事務所登録　　　宮城県　第２３２１０１８８号事務所登録　　　宮城県　第２３２１０１８８号事務所登録　　　宮城県　第２３２１０１８８号

Ａ－　Ａ－　Ａ－　Ａ－　Ａ－　Ａ－　Ａ－　

Ａ０１　井戸、ろ過装置、受水槽　平面図Ａ０１　井戸、ろ過装置、受水槽　平面図Ａ０１　井戸、ろ過装置、受水槽　平面図Ａ０１　井戸、ろ過装置、受水槽　平面図Ａ０１　井戸、ろ過装置、受水槽　平面図Ａ０１　井戸、ろ過装置、受水槽　平面図Ａ０１　井戸、ろ過装置、受水槽　平面図

1/401/401/401/401/401/401/40

1/801/801/801/801/801/801/80

S=1/40S=1/40S=1/40S=1/40S=1/40S=1/40S=1/40 S=1/40S=1/40S=1/40S=1/40S=1/40S=1/40S=1/40

GL±0GL±0GL±0GL±0GL±0GL±0GL±0

150150150150150150150
150150150150150150150

150150150150150150150
150150150150150150150

2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500

18000㎏18000㎏18000㎏18000㎏18000㎏18000㎏18000㎏

2,5002,5002,5002,5002,5002,5002,500

外部基礎　Ａ０３　外調機基礎詳細図外部基礎　Ａ０３　外調機基礎詳細図外部基礎　Ａ０３　外調機基礎詳細図外部基礎　Ａ０３　外調機基礎詳細図外部基礎　Ａ０３　外調機基礎詳細図外部基礎　Ａ０３　外調機基礎詳細図外部基礎　Ａ０３　外調機基礎詳細図 S=1/40S=1/40S=1/40S=1/40S=1/40S=1/40S=1/40

S=1/40S=1/40S=1/40S=1/40S=1/40S=1/40S=1/40

外部基礎　Ａ０４　バルク貯槽基礎詳細図外部基礎　Ａ０４　バルク貯槽基礎詳細図外部基礎　Ａ０４　バルク貯槽基礎詳細図外部基礎　Ａ０４　バルク貯槽基礎詳細図外部基礎　Ａ０４　バルク貯槽基礎詳細図外部基礎　Ａ０４　バルク貯槽基礎詳細図外部基礎　Ａ０４　バルク貯槽基礎詳細図

外部基礎　Ａ０４　外調機基礎詳細図外部基礎　Ａ０４　外調機基礎詳細図外部基礎　Ａ０４　外調機基礎詳細図外部基礎　Ａ０４　外調機基礎詳細図外部基礎　Ａ０４　外調機基礎詳細図外部基礎　Ａ０４　外調機基礎詳細図外部基礎　Ａ０４　外調機基礎詳細図

川房地区複合型園芸施設整備事業加工施設建築主体工事川房地区複合型園芸施設整備事業加工施設建築主体工事川房地区複合型園芸施設整備事業加工施設建築主体工事川房地区複合型園芸施設整備事業加工施設建築主体工事川房地区複合型園芸施設整備事業加工施設建築主体工事川房地区複合型園芸施設整備事業加工施設建築主体工事川房地区複合型園芸施設整備事業加工施設建築主体工事

GL+50GL+50GL+50GL+50GL+50GL+50GL+50

GL+170GL+170GL+170GL+170GL+170GL+170GL+170

GL+50GL+50GL+50GL+50GL+50GL+50GL+50

外部基礎　Ａ２　受変電設備基礎詳細図外部基礎　Ａ２　受変電設備基礎詳細図外部基礎　Ａ２　受変電設備基礎詳細図外部基礎　Ａ２　受変電設備基礎詳細図外部基礎　Ａ２　受変電設備基礎詳細図外部基礎　Ａ２　受変電設備基礎詳細図外部基礎　Ａ２　受変電設備基礎詳細図
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50㎏50㎏50㎏50㎏50㎏50㎏50㎏ 50㎏50㎏50㎏50㎏50㎏50㎏50㎏

温水式気化器温水式気化器温水式気化器温水式気化器温水式気化器温水式気化器温水式気化器

2,830㎏2,830㎏2,830㎏2,830㎏2,830㎏2,830㎏2,830㎏

外調機外調機外調機外調機外調機外調機外調機
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B01　冷水タンクチラー水タンク　基礎詳細図

川房地区複合型園芸施設整備事業加工施設建築主体工事

Ｂ１　冷水タンクチラー水タンク　基礎詳細図
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注1.多雪地用（S型)は、母屋の高さが165mmで板厚t1.6となります。注1.多雪地用（S型)は、母屋の高さが165mmで板厚t1.6となります。注1.多雪地用（S型)は、母屋の高さが165mmで板厚t1.6となります。注1.多雪地用（S型)は、母屋の高さが165mmで板厚t1.6となります。注1.多雪地用（S型)は、母屋の高さが165mmで板厚t1.6となります。注1.多雪地用（S型)は、母屋の高さが165mmで板厚t1.6となります。注1.多雪地用（S型)は、母屋の高さが165mmで板厚t1.6となります。

注3.多雪地用(S型)と結露減少型(Z型)の組み合わせ(SZ型)も可能です。注3.多雪地用(S型)と結露減少型(Z型)の組み合わせ(SZ型)も可能です。注3.多雪地用(S型)と結露減少型(Z型)の組み合わせ(SZ型)も可能です。注3.多雪地用(S型)と結露減少型(Z型)の組み合わせ(SZ型)も可能です。注3.多雪地用(S型)と結露減少型(Z型)の組み合わせ(SZ型)も可能です。注3.多雪地用(S型)と結露減少型(Z型)の組み合わせ(SZ型)も可能です。注3.多雪地用(S型)と結露減少型(Z型)の組み合わせ(SZ型)も可能です。
注2.結露減少型(Z型)は、屋根パネルの裏面に発泡ポリエチレン貼りとなります。注2.結露減少型(Z型)は、屋根パネルの裏面に発泡ポリエチレン貼りとなります。注2.結露減少型(Z型)は、屋根パネルの裏面に発泡ポリエチレン貼りとなります。注2.結露減少型(Z型)は、屋根パネルの裏面に発泡ポリエチレン貼りとなります。注2.結露減少型(Z型)は、屋根パネルの裏面に発泡ポリエチレン貼りとなります。注2.結露減少型(Z型)は、屋根パネルの裏面に発泡ポリエチレン貼りとなります。注2.結露減少型(Z型)は、屋根パネルの裏面に発泡ポリエチレン貼りとなります。
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断熱パネル取り合い詳細図 S=1:5断熱パネル取り合い詳細図 S=1:5断熱パネル取り合い詳細図 S=1:5断熱パネル取り合い詳細図 S=1:5断熱パネル取り合い詳細図 S=1:5断熱パネル取り合い詳細図 S=1:5断熱パネル取り合い詳細図 S=1:5
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一級建築士登録

第１０１３１６号

代表取締役社長　　栗 原 將 光
訂正 工

事
名

図
面
名

管
理
者

発行

認

部長 次長 審査 担当

図
番

連
番

設
計
者

縮
尺

一級建築士登録
栗 原 憲 昭 伏見　勇男

第２８９３０８号

A1:

A3:

ＳＡＫＡＲＩ

Ｓ Ｏ Ｇ Ｏ

Ｐ Ｌ Ａ Ｎ

株式会社 盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計
事務所登録　　　宮城県　第２３２１０１８８号

Ａ－　

1/50

1/100

符号・形式・数量

場所 防火設備

姿　図

特記事項(法規制)

寸　法(Ｗ×Ｈ)

戸見込み

戸仕上

枠仕上

硝　子

錠　前

ヒンジ・その他

沓摺り・レール等

備　考

片開きフラッシュ戸
ＳＤ

１

１Ｆ：除害施設機械室

１ケ所

40

----

レバーハンドル錠

丁番、ＤＣ、戸当り

ステンレス

1300×2000

建具表　S=1/100

開口下端ＦＳ１+４４５０

　ばっ気槽(1)流量調整槽　
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0
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0
0
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0
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0
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0

　槽内平面図　Ｓ＝１／５０　
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処理水槽Ｂ Ｂ　ばっ気槽(2)
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勾配コンクリート
0～300H

勾配コンクリート
0～300H

　膜分離槽(1)

　膜分離槽(2)

勾配コンクリート
0～300H

勾配コンクリート
0～300H

ＦＳ１

ＦＳ１ ＦＳ１
ＦＳ２

箱抜き開口：300×300H
開口下端ＦＳ２+３１００
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0
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5
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0
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0
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1
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0
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5325

1
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0
9
0
0
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0
0

8
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箱抜き開口：900×900H

箱抜き開口：300×350H 箱抜き開口：500×550H
開口下端ＦＳ１+４２００

箱抜き開口：500×450H
開口下端ＦＳ１+４４５０

箱抜き開口：500×550H

箱抜き開口：500×450H
開口下端ＦＳ１+４４５０

箱抜き開口：300×450H

箱抜き開口：300×450H
開口下端ＦＳ１+４４５０

箱抜き開口：300×300H
開口下端ＦＳ２+３１００

箱抜き開口：300×300H
開口下端ＦＳ２+３１００

箱抜き開口：300×300H
開口下端ＦＳ２+３１００

箱抜き開口：300×300H
開口下端ＦＳ１+４６００

基礎高 H=150

基礎高 H=150
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5
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軽量シャッター

防音スチールドア

勾配コンクリート

箱抜き開口：300×350H

開口下端ＦＳ１+４２００

開口下端ＦＳ１+４５５０
箱抜き開口：300×350H

開口下端ＦＳ１±０ 開口下端ＦＳ１+４５５０

ＦＳ１ ＦＳ１

汚泥貯留槽

基礎高 H=250

基礎高 H=150

ＦＳ２

汚泥処理室
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流量調整槽
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Ｗ
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原水ポンプ槽

・-50・±0

１
SD

１

2
0
00

▼FL

1,800

高耐食カラー鋼板ｔ0.8

3,
0
00

3,000

１
１ケ所

ＬＳ
軽量スチールシャッター

3000×3000

15.4

スチール　ＤＰ塗装

スチール　ＤＰ塗装

防音仕様（ロックウール内蔵）

ステンレス

ステンレスレール

シリンダー

----

高耐食カラー鋼板ｔ0.8

■エポキシ樹脂系防食仕上げ（Ｃ種）

大関化学工業　ＥＰ－ＧＳＸ-Ｃ工法　同等品以上

ブロワ・ポンプ室

部位 仕　上

汚泥処理室仕上

部位 仕　上 部位 仕　上

ブロワ・ポンプ室

床 弱溶剤２液形ポリウレタン樹脂防塵床用塗料 床 弱溶剤２液形ポリウレタン樹脂防塵床用塗料 床

壁 壁 壁

天井 天井 天井

エポキシ樹脂系防食仕上げ（Ｃ種）

エポキシ樹脂系防食仕上げ（Ｃ種）

エポキシ樹脂系防食仕上げ（Ｃ種）

コンクリート打放(Ｂ種)補修の上、

コンクリート打放(Ｂ種)補修の上、

コンクリート打放(Ｂ種)補修の上、

コンクリート打放(Ｂ種)補修の上、

グラスウールボードｔ50(32ｋｇ)

グラスウールボードｔ50(32ｋｇ)

コンクリート打放(Ｂ種)補修の上、
コンクリート打放(Ｂ種)補修

コンクリート打放(Ｂ種)補修

各水槽
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川房地区複合型園芸施設整備事業加工施設建築主体工事
2025.10
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排水処理施設　平面図
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訂正 工

事
名

図
面
名

管
理
者

発行
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番
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一級建築士登録
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川房地区複合型園芸施設整備事業加工施設建築主体工事
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一級建築士登録
栗 原 憲 昭 伏見　勇男

第２８９３０８号

A1:

A3:

ＳＡＫＡＲＩ

Ｓ Ｏ Ｇ Ｏ

Ｐ Ｌ Ａ Ｎ

株式会社 盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計
事務所登録　　　宮城県　第２３２１０１８８号

Ａ－　

1/150

1/75

部位 仕　上

壁

外部仕上

屋根

根巾木

複層塗材E・耐候型1種

コンクリート打放(Ｂ種)補修の上

コンクリート打放(Ｂ種)補修

コンクリート金コテ仕上げの上
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手摺Ｈ1300
SUS　34Φ×1.5ＨＬ

基礎：200×200×Ｈ100
支柱900＠、手摺、手摺子共同材

複層塗材E・耐候型1種

複層塗材E・耐候型1種

コンクリート打放(Ｂ種)補修

複層塗材E・耐候型1種

コンクリート打放(Ｂ種)補修
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0
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3
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0

5,
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5
1
50
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50

複層塗材E・耐候型1種

コンクリート打放(Ｂ種)補修

東側立面図　Ｓ＝１／７５

西側立面図　Ｓ＝１／７５

南側立面図　Ｓ＝１／７５

北側立面図　Ｓ＝１／７５
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水切り目地
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77.73

77.49

79.70

79.60

77.36

76.96
77.36

77.12

77.48
77.08

77.38

1.9%

78.20

79.70

79.65

79.75

79.65
79.25

79.65

81.80

集水桝天端

82.10

82.68

1.3%

79.60

81.00

L.W.L(H=77.33)

79.50

0.8%

79.75

80.05
79.81

79.90
79.66

79.65
79.35

79.65
79.41

79.65

79.25

79.65
79.08

79.60

78.79

H.W.L(H=78.33)

L=20.840m,i=11.3%→

1
.
6
%

管底高

77.15

79.52

79.12

79.52

78.92

79.50

78.82

79.50
78.88

79.55

78.90

79.55

78.95

1.
1%

1.
0%

79.52

79.01

79.65

79.15

79.60
78.71

79.63

78.66

79.55
78.92

79.52
78.97

79.60

79.50

78.76

79.50

縦排水放流高

78.77

79.50
78.77

79.50

78.60
縦排水放流高

78.60

79.50

78.70

縦排水放流高

78.60

（656）市道 原田・四ツ栗線

82.52

（217）市道 川房線

至 主要地方道相馬・浪江線

（659）市道 中道線

（
6
63

）
市

道
 田

中
線

（
6
5
6）

市
道

 
原

田
・

四
ツ

栗
線

川房(二)14

支柱

川房(二)線19
金房線180 川房二18

川房(二)線17
金房線179

川房(二)線16
金房線178

引込柱

川房(二)線15
金房線177

金房線176

支柱

80.71 77.92

82.68

83.28

81.25

79.80

79.80

79.80

79.80

79.80

79.80

79.80

79.8780.15

住宅

農用地

緑地
（芝生）

緑地
（芝生）

敷地周囲

側溝へ

砂利敷き

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

扉１ヵ所
H1.5

W0.8程度

79.8

仮設

沈砂池
32.0＊18.0
深さＧＬ-1.0

緑地
（芝生）

40,000

6
5,

00
0

4
2,

0
00

6
,0

0
0

36
,
00

0

11
,
00

0
3
0,

0
00

8
5
,0

00

15
0,

0
00

1
2,

00
0

47
,0

0
0

8
,
00

0

175,000

77,000 58,000

1
2,

00
0

45,00015,000

加工玄関

根菜・肉搬入エリア

ｱｽﾌｧﾙﾄ
ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

ｱｽﾌｧﾙﾄ

砂利敷き

(幅員7.00ｍ程度)

(
幅

員
6
.
20

ｍ
程

度
)

(幅員4.20ｍ程度)

(幅
員

4.
0
0ｍ

程
度

)

砂利敷き

野菜搬入エリア

10ton車

10ton車

ＣＯＮ

防災調整池

45ｍ×45ｍ

・-2.35ｍ

ＫＢＭ

ｱｽﾌｧﾙﾄ

12,000

ｱｽﾌｧﾙﾄ

ＣＯＮ

25,000

(+2.53)

(+1.10)

(+3.13)
(+0.56) (-2.23)

77.12
(-3.03)

77.45
(-2.70)

小高インター方向敷地乗入口

ｱｽﾌｧﾙﾄ

13,000

15
,
00

0
12

,
50

0

2.20＊10.50ｍ

緑地
（芝生）

砂利敷き

緑地

（芝生）

6
,0

0
0

・設計GL＝KBM-350mm

・KBM＝標高80.15ｍ(敷地乗入口付近)

確認申請不要

44,600

野菜育苗施設
緑地

（芝生）
300ｍ2

ｱｽﾌｧﾙﾄ

残渣エリアエリア

10ton車

管理通路

砂利敷き

79.80

3
6,

00
0

5TONﾀﾝｸ

ｱｽﾌｧﾙﾄ

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH1.5
扉１ヵ所,W1.6程度

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH1.5
扉１ヵ所,W1.6程度

ｱｽﾌｧﾙﾄ

5ｍ
離
隔

砂利敷き

▲道路境界線

▲
道

路
境

界
線

▲
道

路
境

界
線

▼道路境界線 ▼道路境界線

▲
道

路
境

界
線

▲
道

路
境

界
線

▲道路境界線

H5.15ｍ
18.2＊9.8
（地上型）
排水処理槽

H4.05ｍ
9.8＊6.575
機械室
排水処理

玄関庇

一般玄関

2.9Ton

12,000 13,000

25,000

勾
配

3
/1

0
0

勾配屋根：折板屋根 勾配屋根：折板屋根

勾
配

3/
10

0

勾
配

3
/1

0
0

野菜加工工場

・1FL＝設計GL＋1,000mm

・設計GL＝KBM-350mm

・KBM＝標高80.15ｍ(敷地乗入口付近)

根菜搬入

肉搬入

ＣＯＮ

出荷・回収エリア

防火水槽１
(造成)

10.0×8.0ｍ
井戸１

受水槽
280ton H3.5ｍ

井戸２

ろ過水槽

冷水タンク
チラー水

防火標識

(造成)

室外機置場
室外機置場

6.00＊2.50

2
.5
%

浄化槽
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一級建築士登録

第１０１３１６号

代表取締役社長　　栗 原 將 光
訂正 工

事
名

図
面
名

管
理
者

発行

認

部長 次長 審査 担当

図
番

連
番

設
計
者

縮
尺

一級建築士登録
栗 原 憲 昭 伏見　勇男

第２８９３０８号

A1:

A3:

ＳＡＫＡＲＩ

Ｓ Ｏ Ｇ Ｏ

Ｐ Ｌ Ａ Ｎ

株式会社 盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計
事務所登録　　　宮城県　第２３２１０１８８号

Ａ－　

1：400

工事用車両出入口

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

■項目、数量

Ａ Ａ型バリケード

Ｌ＝10.0ｍ

90.0ｍ2

Ｃ

Ｌ＝10.0ｍ

Ｂ

控え１本置き、継手、クランプ、捨てパイプ共）

Ｃ 敷鉄板ｔ22

仮囲い（Ｈ1.8ｍ、メッシュシート、支柱単管Φ48.6＠1.80ｍ

仮設配置図

1：800

Ｂ

560.0ｍ

計　Ｌ＝10.0ｍ

計　560.0ｍ

560.00ｍ

　仮設設置期間は、別途外構工事が開始される月マデとする。

◇仮設事務所、工事車両駐車場

　仮設事務所は現場内への設置、工事車両の駐車は原則不可とする。（25.02.20時点）

　仮に、現場内へ仮設事務所を設ける場合は、建築確認完了検査前までには撤去する事。

　１５ヵ月間

◇現場工事期間

川房地区複合型園芸施設整備事業加工施設建築主体工事
2025.10

Ｄ 交通誘導員

１人／日

２００人（約１０ヵ月）

1.524×6.096

998.612ｍ2

800.0ｍ2

計　800.0ｍ2

１６０

0000040309
長方形
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一級建築士登録

第１０１３１６号

代表取締役社長　　栗 原 將 光
訂正 工

事
名

図
面
名

管
理
者

発行

認

部長 次長 審査 担当

図
番

連
番

設
計
者

縮
尺

一級建築士登録
栗 原 憲 昭 伏見　勇男

第２８９３０８号

A1:

A3:

ＳＡＫＡＲＩ

Ｓ Ｏ Ｇ Ｏ

Ｐ Ｌ Ａ Ｎ

株式会社 盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計
事務所登録　　　宮城県　第２３２１０１８８号

Ｓ－　０１

構造設計標準仕様

　　竹内　真弘　一級建築士 第156382号構造設計一級建築士 第2371号

日鉄物産システム建築株式会社一級建築士事務所　東京都知事登録　第34000号

川房地区複合型園芸施設整備事業建築機械工事

印を記入する。適用は

直接基礎 独立基礎布基礎ベタ基礎 有 無試験堀(1)

有 無載荷試験深さ GL- 長期許容支持力度　m、 kN/m2

杭基礎(2)

機械堀
BH 深礎

手堀

鉄筋 主筋 ｱｰｽﾄﾞﾘﾙ ﾐﾆｱｰｽSD

kg/m2ｺﾝｸﾘｰﾄ杭 ﾘﾊﾞｰｽｻｰｷｭﾚｰｼｮﾝｾﾒﾝﾄ量

拡底杭場所打ち ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞｺﾝｸﾘｰﾄFc=

摩擦杭 (ﾌﾟﾚﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ拡大根固め工法)

鋼材 SS400 STK400

PHC( 種 種 )種H鋼PHC

種 )種PC

施工法 備考材料杭種

HiFB(ﾊｲｴﾌﾋﾞｰ)工法

HOOP SD

種 埋込み(ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ工法）

打ち込み(ｵｰｶﾞｰ併用打撃工法）

RC PC

A B C

A B C

鋼管

設計支持力(kN)
杭径(mm) 本数 特記事項

載荷打ち込み・　無有・　 本( ) )(試験杭

施工計画書承認 杭施工結果報告書

長期（短期）
杭長(m)

杭仕様

４．地業工事

３．地　盤

５．鉄筋コンクリート工事 ６．鉄骨工事

１．建築物の構造内容

型　枠(3)

材料

型枠存置期間

合板厚12m/mを標準とする。

1

大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として2

行わない。

3

盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるもの置く。4

5

一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

6

片持ばり、庇、ｽﾊﾟﾝ9m以上のはり下は、工事監理者の指示による。

支柱の盛りかえは、必ず直上階のｺﾝｸﾘｰﾄ打ち後とする。

支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、ｽﾗﾌﾞを行う。

上表以外のｾﾒﾝﾄを使用する場合は工事監理者の指示による。

注）

注）

注）

注）

注）

注）

種類 せき板 支柱

基礎、はり側、柱、壁 はり下

温
気
均
平

存
置
期
間
の

の
種
類

以上
15C°

5C°
～15C°
5C°

2 3 4 6 8 17 28

3 5 6 10 12 25 28

5 8 10 16 15 28 28

設計基準強度の
設計基準強度の50%5N/mm2

100%85%

ｽﾗﾌﾞ下、はり下 ｽﾗﾌﾞ下

ﾝ
ﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄの
圧縮強度

ｾ
ﾒ

部
位

早強ﾎﾟﾙﾄ 普通ﾎﾟﾙﾄ 早強ﾎﾟﾙﾄ 普通ﾎﾟﾙﾄ 早強ﾎﾟﾙﾄ 普通ﾎﾟﾙﾄ 早強ﾎﾟﾙﾄ
ﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ ﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ ﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ ﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ ﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ ﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ ﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

高炉ｾﾒﾝﾄ 高炉ｾﾒﾝﾄ 高炉ｾﾒﾝﾄ 普通ﾎﾟﾙﾄ

高炉ｾﾒﾝﾄｼﾘｶｾﾒﾝﾄ ｼﾘｶｾﾒﾝﾄｼﾘｶｾﾒﾝﾄ
ﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄA種 A種 A種

ｼﾘｶｾﾒﾝﾄ
A種 A種 A種 A種

A種

ﾄ

ｰﾘ
ｸ

ｺ の
ﾝ 材
令

（日）

未満

捨て型枠

ALC版 外壁

外壁ｾﾒﾝﾄ系ﾊﾟﾈﾙ

外壁金属製ｻﾝﾄﾞｲｯﾁﾊﾟﾈﾙ

角波 外壁

屋根、床、壁(6)

(1) 地盤調査資料と調査計画

近隣) 無(調査計画 有 無)有(

調査項目

敷地内

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査

平板載荷試験 ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ

形状を変更する場合もある。

地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、(2)

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ標準貫入値、土質構成(3)

N深

度 10 20 400 30 50

標準貫入試験
土質

値

備考

(1) コンクリート

ｺﾝｸﾘｰﾄはJIS認定工場の製品とし施工に関しては公共建築工事標準

鉄　筋(2)

「鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造配筋標準図」による。

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは

鉄筋はJIS　G3112の規格品を標準とする。

ｾﾒﾝﾄは、JIS　R5210の普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄを標準とする。

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

寒中、署中、その他特殊ｺﾝｸﾘｰﾄの適用を受ける期間に当る場合は、調合、

打ち込み、養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

ﾌﾚｯｼｭｺﾝｸﾘｰﾄの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発

技術研究ｾﾝﾀｰの技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び

測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真(ｶﾗｰ)を保管し承認を得る。

測定検査の回数は、通常の場合、1日1回以上とし、1回の検査における測定

試験は、同一試料から取り分けて3回行い、その平均値を試験値とする。

現場水中養生、または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み

日ごととする。また、打込み量が150m3をこえる場合は150m3ごとまたは、

その端数ごとに1回を標準とする。1回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた

3台の運搬車からその必要本数を採取する。なお、供試体の数量は、特別指示な

き場合は、1回当り6本以上とし、そのうち4週用に3本を用いる。

ｸﾘｰﾄの自由落下高さは、ｺﾝｸﾘｰﾄが分離しない範囲とする。ﾎﾟﾝﾌﾟ圧送

に際しては、ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事すること。

なお、打ち込み断続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が25Cﾟ未満の

場合は150分、25C゜以上の場合は120分以内とする。

ﾎﾟﾝﾌﾟ打ちｺﾝｸﾘｰﾄは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちｺﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打込み中及び打込み後5日間は、ｺﾝｸﾘｰﾄの温度が2度を下らないようにする。

乾燥・振動等によってｺﾝｸﾘｰﾄの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。

外観検査 無、有 引張試験 有 無、超音波探傷試験 有 無

溶接部検査方法

ｶﾞｽ圧接部分の検査を超音波深傷試験によって行う場合、最初の数ﾛｯﾄについ

ては引張試験も併用し、1回の試験は3本以上とする。(1ﾛｯﾄは同一作業班が

同一日に作業した圧接箇所で200箇所程度とする)

柱の帯筋(HOOP)の加工方法は、

ｺﾝｸﾘｰﾄ及び鉄筋の試験は、公的機関又は指定を受けた検査機関にて行うこと。

代行業者名とは、試験、検査に伴なう業務を代行する者をいう。

H型(ﾀｶﾞ型) W型(溶接型) S型(ｽﾊﾟｲﾗﾙ型)とする。

試験機関名　　未定、　代行業者名　　未定

継手(D19以上)をｶﾞｽ圧接とする場合は、日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事

標準仕様書」による。

継手(D19以上)を機械式継手とする場合は、(一財)日本建築センターの評定を受けた

工法の仕様に準拠すること。

鉄骨工事は指示のない限り下記による(1)

日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

工事監理者の承認を必要とするもの(2)

製作工場 製作要領書 工作図 施工計画書

国土交通大臣認定 ｸﾞﾚｰﾄﾞ

材料規格証明書または試験成績書

鋼材 高力ﾎﾞﾙﾄ 特殊ﾎﾞﾙﾄ

社内検査表

工事監理者が行う検査項目(3)

( 印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

現寸検査 組立・開先検査 製品検査 建方検査

接合部の溶接は下記によること(4)

平成12年建設省告示第1464号第二号イ、ロ

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱

日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

接合部の検査(5)

検査率又は検査数
検査方法検査箇所

外観（目視）検査すみ肉溶接部 % % % %※1

% % % %

個 個 個 個

% % % %

超音波探傷試験突合せ溶接部

外観（目視）検査

0

0

0

工事監理者第三者鉄骨製作会社

第三者検査機関名

100 0

0

0

0

100

100

30

30

※1　検査結果は、鉄骨製作会社の検査表を確認する事。

注）　現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと。

めに自ら契約した検査会社をいう。

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるた

溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

日鉄物産ｼｽﾃﾑ建築

19φ、 22φ( 80mm、 100mm、 150mm)130mm、

ｽﾀｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ 16φ( 80mm、 100mm、 120mm)

仕様書(R4)による。

２．使用構造材料

単位水量は185kg/m3以下、単位ｾﾒﾝﾄ量は270kg/m3以上とする。

普通ｺﾝｸﾘｰﾄの水ｾﾒﾝﾄ比は65％、空気量は4.5％とする。

塩化物含有量の最大は0.30kg/m3とする。

ｺﾝｸﾘｰﾄ ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ(JIS　A5308)(1)

備考

18

-

ｽﾗﾝﾌﾟ
(cm)

QFU,QFPの場合,土間ｺﾝｸﾘｰﾄと
礎柱が一体となる為,土間ｺﾝｸﾘｰﾄ
強度を礎柱の設計基準強度に合
わせる必要あり。但し,ｺﾝｸﾘｰﾄ
を打ち分ける場合は不要。

15

15

鉄　骨(4)

使用箇所 現場溶接種類 JIS規格・認定番号等

BCR295 有 無 MSTL-9021同等

SS400 有 無 JIS G3101

有 無SM490A JIS G3106

SN490B 有 無 JIS G3136仕口部

有 無SWH400 JIS G3353

STKR400 有 無 JIS G3466胴縁

SNR400B ﾌﾞﾚｰｽ 有 無 JIS G3138

SSC400 有 無 JIS G3350

SN490C 有 無 JIS G3136

有 無STK400 JIS G3444

鋼材

径種類 使用箇所継手工法

溶接金網

重ね継手

SR235丸鋼

異形鉄筋

D16以下SD295

SD345

SD390

D19以上

異形鉄筋

D16以下SD295

SD345

SD390

D19以上ガス圧接継手

異形鉄筋

D16以下SD295

SD345

SD390

D19以上機械式継手

鉄　筋(3) (JIS　G3112)

(2) ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ(CB) (JIS　A5406)

A種 B種 C種 厚 100 120 150 190

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

中ﾎﾞﾙﾄ 高力ﾎﾞﾙﾄすべり係数試験 要 否(JIS B1180)

(5) ﾎﾞﾙﾄ

高力ﾎﾞﾙﾄ 特殊、S10T普通、F10T M16～M24F8T普通、

認定番号MBLT-0050
同等品 同等品

認定番号MBLT-0125

mm、ﾅｯﾄ( ﾀﾞﾌﾞﾙ　)SNR490B(JIS G3138)(ABR490) L=

mm、ﾅｯﾄ( ﾀﾞﾌﾞﾙ　)L=SNR400B(JIS G3138)(ABR400)

mm、ﾅｯﾄ( ｼﾝｸﾞﾙ　)L=皿ばね(SUP10 JISG4801、SNR490B JIS G3138)

mm、ﾅｯﾄ( ｼﾝｸﾞﾙ　)L=

SS400 (JIS G3101) mm、ﾅｯﾄ( ｼﾝｸﾞﾙ ﾀﾞﾌﾞﾙ　)L=

皿ばね(SUP10 JISG4801、SNR400B JIS G3138)

構造設計標準仕様

構造体ｺﾝｸﾘｰﾄ現場の圧縮強度試験供試体は、

防錆塗装(6)

防錆塗装の範囲は、高力ﾎﾞﾙﾄ接合の摩擦面及びｺﾝｸﾘｰﾄで被覆される以外の部

現場における高力ﾎﾞﾙﾄ接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装

と同じ錆止めﾍﾟｲﾝﾄを使用し1回塗りとする。

耐火被覆の材料(7)

７．構造規定

装飾等その他建築物の屋外に取り付けるものは、風圧並びに地震その他の震動及び
衝撃によって脱落しないものとすること。

屋根葺き材、内装材、外装材、帳壁その他これらに類する建築物の部分及び広告塔、

屋根葺き材、外装材及び屋外に面する帳壁の構造は、構造耐力上安全なものとすること。

煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造又は無筋ｺﾝ
ｸﾘｰﾄ造の場合は、鉄製の支枠を設けたものを除き、90cm以下とすること。
煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するｺﾝｸﾘｰﾄのかぶり厚さを5cm以上とした
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造又は、厚さが25cm以上の無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造、れんが造、石造
若しくはｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造とすること。
建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、

風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構
造とすること。
建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管ｽﾘｰﾌﾞ
を設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。
管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸
縮継手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。
管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ｺﾞﾑを用いる等有効
な地震その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

給湯設備＊は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上

＊｢給湯設備｣:建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等の
うち給湯設備に該当するものを除いたもの。
法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突

地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。
その他これらに類するものにあっては、建設省告示第1389号により、風圧並びに

支障のない構造とすること。満水時の質量が15kgを超える給湯設備については、
地震に対して安全上支障のない構造として、平成12年建設省告示第1388号(改正1447号)

建築設備(昇降機を除く)建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそ
れがないものとすること。
屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建
築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に緊結
すること。

令第39条の規定(屋根葺き材等の緊結)

分とする。錆止めﾍﾟｲﾝﾄは、JIS　K5674、1回塗りを標準とする。

令第129条の2の3の規定(建築設備の構造強度)

第5および、平成25年国住指4725号に規定する構造方法によること。

序は部材が十分密着するよう注意して行う。締付け後の検査は、各締付け工作別に適切

な締付けが行なわれているか検査する。

高力ﾎﾞﾙﾄの摩擦面は、ｼｮｯﾄﾌﾞﾗｽﾄ・ｸﾞﾘｯﾄﾌﾞﾗｽﾄによる処理か、ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰで孔周辺の

ばりを取り除くとともに、添え板全面の黒皮を除去した後、自然発生又は

高力ﾎﾞﾙﾄの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順

発錆促進剤を用いて赤錆状態を確保する。但し、ｼｮｯﾄﾌﾞﾗｽﾄ・ｸﾞﾘｯﾄﾌﾞﾗｽﾄによる処理で

表面粗さ50μmRz以上が確保出来た状態であれば、赤錆発生の必要は無い。

胴縁及びﾀﾝﾊﾞｯｸﾙ筋交いの羽子板部等の支圧接合面は上記の処理は不要とし、

錆止め塗装とする。

JIS形高力ﾎﾞﾙﾄは「JISB1186の高力ﾎﾞﾙﾄ」、トルシア形高力ボルトは

「(一社）日本鋼構造協会規格JSSⅡ09」を標準とする。

構造体の位置および断面寸法の許容差の標準値はJASS5(2021)による。

調合管理強度は、公共建築工事標準仕様書(R4年版)による。

捨ｺﾝｸﾘｰﾄ

QFU・QFP礎柱

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

2階床

適用箇所

普通

普通

普通

普通

普通

種類

21

21

24

24 27

27

15以上

21 27

24
21

24

設計基準強度(N/mm2)

※礎柱同等(QFU・QFP標準)

(1) 建築場所
工事種別 新築(2) 増築 増改築 改築

(3) 構造種別 鉄骨造(S)
(4) 階数 地下 塔屋 階　階 地上 階 010
(5) 主要用途
(6) 積雪量 市町村の地域に応じた垂直積雪量 cm

緩勾配割増あり　(α= )、割増しを見込んだ積雪量 cm
緩勾配割増なし

屋上付属物(7) 広告塔 高架水槽 kN
ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ kN煙　突

特別な荷重 ﾎｲｽﾄｸﾚｰﾝ kNｴﾚﾍﾞｰﾀ-(8)
倉庫積載床用 受水槽N/m2 kN

付帯工事 門塀 擁壁(9)
増築計画 有　（ 無 )(10)
構造計算ﾙｰﾄ X方向ﾙｰﾄ Y方向ﾙｰﾄ3 3(11)

2025.1.1 Ver.11.0

福島県南相馬市小高区川房字田中地内

工場
30.0

1.38 41.4

礎柱

梁・間柱

柱

胴縁

仕口部・柱脚

600

M16(間柱)

折板

600

室内土質試験

0.85
0.45 m (F24Aのみ)

M24,M30

S-08 参照

小梁

150

基礎・壁

基礎,礎柱,土間床,壁

(地盤改良)

2025.10

   屋根：SD160(上葺t0.8）, 庇：D88(上葺t0.8)
   　[ヨドルーフ 166]　　　[ヨドルーフ 88]

梁

5.0 

inomata
テキスト ボックス
川房地区複合型園芸施設整備事業加工施設建築主体工事
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一級建築士登録

第１０１３１６号

代表取締役社長　　栗 原 將 光
訂正 工

事
名

図
面
名

管
理
者

発行

認

部長 次長 審査 担当

図
番

連
番

設
計
者

縮
尺

一級建築士登録
栗 原 憲 昭 伏見　勇男

第２８９３０８号

A1:

A3:

ＳＡＫＡＲＩ

Ｓ Ｏ Ｇ Ｏ

Ｐ Ｌ Ａ Ｎ

株式会社 盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計
事務所登録　　　宮城県　第２３２１０１８８号

Ｓ－　

構造設計標準仕様

　　竹内　真弘　一級建築士 第156382号構造設計一級建築士 第2371号

日鉄物産システム建築株式会社一級建築士事務所　東京都知事登録　第34000号

川房地区複合型園芸施設整備事業建築機械工事

鉄筋コンクリート構造配筋標準図

●φ≦0.4D

●φ’は補強ﾌﾟﾚｰﾄの穴径を示す

●梁端部(ｽﾊﾟﾝのL/10以内かつ2D以内)は避ける

　(ただし、小梁の場合は、中央部を避ける)

鉄骨構造標準図

m
w

nw

nf mf

内添板

外添板

ﾎﾞﾙﾄ

P
c

g2 g2g1

●梁鋼種はSS400とする。●HTBはS10T及びF10Tとする。●継手材は主材と同材とする。

●接合面に1mmを超える「はだすき」が生じる場合はフィラープレートを挿入する。

4x2 120 9x440x29012x8012x410M20 3x2 120 -600x200x11x17

1x2 - 6x80x290-16x2902x2M16 56 -148x100x6x9

2x1 60 6x140x2309x609x290M20 2x2 90 -194x150x6x9

2x1 60 9x140x1709x709x290M20 2x2 105 -244x175x7x11

3x1 60 9x200x1709x809x410M20 3x2 120 -294x200x8x12

3x2 60 9x200x29012x10012x530M20 4x2 150 -340x250x9x14

4x1 60 9x260x17012x11012x440M20 4x2 150 40390x300x10x16

5x1 60 9x320x17012x11012x440M20 4x2 150 40440x300x11x18

4x2 90 12x350x29012x11012x440M20 4x2 150 40488x300x11x18

4x2 120 9x440x29016x11012x530M20 5x2 150 40588x300x12x20

9x1 60 9x560x17019x11019x620M20 6x2 150 40

5x1 60 9x320x17012x8012x410M20 3x2 120 -500x200x10x16

5x1 60 9x320x17012x8012x410450x200x9x14 M20 3x2 120 -

4x1 60 9x260x1709x809x410400x200x8x13 M20 3x2 120 -

3x1 90 6x260x1709x709x290M20 2x2 -105

4x1 60 6x260x1709x709x410M16 3x2 105 -

2x1 120 6x200x1709x609x290M20 2x2 -90

3x1 60 6x200x1709x609x290M16 2x2 90 -

2x2 90 6x170x290-12x410250x125x6x9 M16 3x2 75 -

2x1 60 6x140x170-16x290200x100x5.5x8 M16 2x2 56 -

mwxnw Pc 厚x幅x長さ厚x幅厚x長さnfxmf g1 g2

ﾎﾞﾙﾄ 添板寸法内添板外添板ｹﾞｰｼﾞ
HTB ﾎﾞﾙﾄ断面ｻｲｽﾞ

ｳｪﾌﾞﾌﾗﾝｼﾞ

300x150x6.5x9

350x175x7x11

●保有耐力接合に関する設計方針は、SCSS-H97による。●裏サイズも準ずる。

7x2 90 12x620x29019x11019x620M20 6x2 150 40

8x2 90 12x710x29019x11016x620M20 6x2 150 40

12x1 60 12x740x17019x11016x530M22 5x2 150 40

8x2 90 12x710x29022x11019x710M20 7x2 150 40

12x1 60 12x740x17022x11019x620M22 6x2 150 40

16x680x29025x800M20 8x2 150 40 11x2 6025x110

16x620x290M22 150 40 25x710 10x2 6025x1107x2

800x300x14x26

890x299x15x23

900x300x16x28

912x302x18x34

10x1 60 12x620x17019x11019x530M22 5x2 150 40

6019x11019x530M22 5x2 150 40
700x300x13x24

9x1 9x560x170

〔注〕 ○付符号は溶接符号を示す。

ﾌﾟﾚｰﾄ補強の板厚

φ≦ 0.15D

φ≦ D/4

φ≦ D/3

φ≦ 0.4D

ｽﾘｰﾌﾞ径

補強板不要

Web板厚以上(片面)

Web板厚x1.2倍以上(片面)

Web板厚以上(両面)

補強板 ※.既製品使用の場合は、

各メーカーの計算書に準じ

使用する事

ﾊﾟｲﾌﾟ補強(小径の場合)

ﾌﾟﾚ-ﾄ補強(片面又は両面) ﾊﾟｲﾌﾟとﾌﾟﾚ-ﾄ補強(片面)

１

D

１

ﾘﾌﾞﾌﾟﾚ-ﾄ補強

１

φ

10 10

D
/
4
は

避
け

る

１D
/
4
は

避
け

る

10 10

φφ
’

φφ
’

１

１
１

１

2φ

φ
’

2
φ
’

D

D
/
4
は

避
け

る
D
/
4
は

避
け

る

φ2φ1

(φ1+φ2)x3/2以上

貫通孔の間隔

(6) 剛接合継手リスト

(5) 梁貫通補強

●計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくて良い。

数値1.5d以上粗骨材の最大寸法の

1.25倍以上かつ25以上

丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた

(6) 鉄筋のあき

ひびわれ誘発目地部など

鉄筋のかぶり、厚さが部

分的に減少する箇所につ

いても最小かぶり厚さを

確保する。

かぶり厚さ

設計かぶり
厚さ

最小かぶり
厚さ

(mm) (mm)

屋内

屋外

屋内
土に接しない

部位

床スラブ
非耐力壁

屋根スラブ

柱 40

40

30

30

20

30(20)

屋外
部分

土に接する部分

はり
耐力壁

擁壁

柱･はり･床ｽﾗﾌﾞ･耐力壁

基礎・擁壁 70

50

50

50

60

40

40

40(30)

[注] (1)(  )内は仕上げがある場合。
(2)土に接する部分のかぶりは増加する厚さを打ち
   増しとする。

(7) かぶりの厚さ(単位：mm）

あき

間隔

do do d あき d

間隔

丸鋼異形鉄筋

。第一あばら筋は柱面に入れその間を設計ﾋﾟｯﾁ以下に
割り付ける｡

設計ﾋﾟｯﾁ以下

pp

腹筋

第一あばら筋

※ねじれ応力を受ける腹筋は
定着長さL とする｡2

。あばら筋の加工は下図 1 又は 8 による｡

は同時打込みのｽﾗﾌﾞ付の場合に限る｡96532

は梁成の大きい場合｡109。

1。 はﾋﾟｯﾁ2pで交互配置とする｡
。135°フックは180°フックでも可とする。

溶接継手は帯筋の項を参照のこと｡。

2

6d
以
上

6d
以
上 3

6d以
上

4 5

6d
以
上1

ｷｬｯﾌﾟﾀｲ

6d
以
上

※
8
d
以

上

6d以
上

※
8
d
以

上

※
8
d
以

上

※8d以上

(9) あばら筋副あばら筋

※30

ｷｬｯﾌﾟﾀｲ

6d以
上

6d
以
上

h1L
溶接
10d

6d
以
上

b

6d以
上

6d以
上

※8d以上

※
8
d
以

上 2d

2d

b/3かつ170以上

109876

10 は、溶接継手または重ね継手のどちらかとする。
※柱面より梁成の範囲は、180°フック又は135°ﾌｯｸが望ましい。

(10) 補助筋

D

b

腹筋

受筋

4d以上

巾止筋

4d以
上

4
d
以

上

つり筋
D 600   不要

600   D   900    2-D10  (1段)=
腹筋

900   D   1200=     4-D10  (2段)

1200   D D10 ＠300以内=

巾止筋 D10 ＠1000以内で割り付ける｡

D10 ＠1000以内で割り付ける｡
受　筋
つり筋

一般（独立基礎、杭打独立基礎）

1

0

1

0

2

2

/4 3/4以上かつLa
L

0

C
/4

全長L

全長L
3/4以上かつLaL

(11) 基礎梁の継手及び定着

(12) 梁の貫通補強

D

L

L

L

1

1

縦筋※
横筋

斜筋 1

φ

あばら筋と同径、同数で＠100以下とする｡

D

1. 補強筋は原則として工場製品(認定品)を使用する。

梁貫通孔は梁成の1/3以下とする。。
の指示による。

2. 認定品を使用しない場合は下図によるが、補強筋は設計者

孔が複数の場合は中心間隔を径(φ)の3倍以上とする。。

また位置は原則として柱面から梁成D以上はなし、梁成の
中心D/2の範囲内とする。

。φが100mm未満、かつD/10以下、かつ（あばら筋間隔－かぶり
厚さx2－あばら筋最外径）以下の場合は補強を必要としない。

。※縦筋はあばら筋加工とする。

4,000

配力筋

主筋

ユニット鉄筋基本形状図

J

(8) 布基礎の鉄筋要領

スポット溶接

QFU・QFPの鉄筋要領

フレア溶接

主筋

1. 一般事項 １．高力ボルトﾋﾟｯﾁ、梁貫通補強

(1) ﾎﾞﾙﾄﾋﾟｯﾁ(P)､ﾎﾞﾙﾄ穴径・最少縁端距離 (mm)

(3)(2)(1)

ﾎﾞﾙﾄ
穴径

呼び

最小縁端距離(ｅ) ﾋﾟｯﾁ(Ｐ)

(2)(3)
の標準

最小 標準

60

60

60

70

40

50

55

60

40

40

40

45

22

26

28

28

34

38

44

50

55

60

4018

22

24

26

Ｍ16

Ｍ20

Ｍ22

Ｍ24

(2)せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

〔注〕 (1)引張材の接合部で応力方向にﾎﾞﾙﾄが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

(3)圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

32

10
ｅ ｅｅｅ

Ｐ
Ｐ

ｅ
ｅ

１

<TYPE-1>

<TYPE-2>

１

ｅｅ10

ｅ
ｅ
Ｐ

１

ｅｅ10

ｅ
Ｐ

ｅ

<TYPE-3>

ｅＰｅ10

１

ｅ
ｅ

ｅＰｅ10

１

ｅ
ｅ

〔注〕

○付符号は溶接符号を示す。

F A

S e3L e1

B

d

t

K

R

M10～M22

L1

F

S e3L

d

B

e1

R

P K

t

K

M24～M33 A

L1

*1.左ﾎﾞﾙﾄ材料長は、生地・塗装・ﾕﾆｸﾛ・ｸﾛﾒｰﾄﾌﾞﾚｰｽの標準長とし、

   溶融亜鉛メッキは300または500とする。

*2.ﾊﾟｲﾌﾟ式(JIS　PT)も同様とする。

*4.羽子板とｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄとは、一面せん断(支圧)接合とする。

*5.M10のみ材質SS400とする。

ﾎﾞﾙﾄ 羽子板 胴*2
ね
じ
の
呼
び

最

小

値

*
準

1

左
ボ
ﾙ
ﾄ
材
料
長

ね

じ

長

板

厚

板

幅

全

長

穴 は

き

し

あ

穴
ピ

ｯ

ﾁ

中

あ

き

溶
接
長
x
幅

T
B

全

長径

d L1 S t B A R e1 P e3 LxK FD

M10*5

M12

M16

M20

M22

M24

M27

M30

M33

(単位:mm)

8.78 500 75 4.5 44 109 13 30.5 - 42 15036.5x5

10.59 500 100 6 58 136 17 40.5 - 54 41.5x6 200

14.41 500 125 6 58 163 17 45.5 - 61 56.5x7 250

18.07 500 150 9 70 195 21.5 50.5 - 68 76.5x8 300

20.07 500 165 9 80 217 23.5 55.5 - 75 86.5x9 330

21.69 500 175 9 80 271 21.5 51 60

60

60

60

73 87x10 350

24.69 500 200 9 92 278 21.5 51 75 92x11 400

27.34 500 200 12 92 299 23.5 56

56

86 97x14 400

30.34 500 225 12 102 321 23.5 93 112x15 450

標

   構造用ﾄﾙｼｱ型高力ﾎﾞﾙﾄ(S10T)とする。

*3.取付ﾎﾞﾙﾄはJIS　B1186　2種高力ﾎﾞﾙﾄ(F10T)、JIS　B1180　10.9または

(4) ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙﾌﾞﾚｰｽ(JIS　A5540、A5541)

(2) ピン接合梁継手リスト

○付符号は溶接符号を示す。

(3) 胴縁同士の接合

溶接・中ボルト・ワンサイドロックボルトの何れかを用いる。

１

取付
ﾎﾞﾙﾄ
*3
ｻ
ｲ

x
本
数

ｽﾞ

M12x1

M16x1

M16x1

M20x1

M22x1

M20x2

M20x2

M22x2

M22x2

(1) 構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

(2) 記号
d･･異形棒鋼の呼び名に用いた数値、丸鋼では径　　D･･部材の成　　R･･直径
@･･間隔　　r･･半径　　CL･･中心線　　Lo･･部材間の内法距離　　ho･･部材間の内法高さ
ST･･あばら筋　　HOOP･･帯筋　　S.HOOP･･補強帯筋　　φ･･直径又は丸鋼

2.共通事項

鉄筋の表示記号及び最外径は下表による｡

記号

D16D13D10 D25D22D19 D29 D35D32 D41D38呼び径d

181411 282521 33 4036 4643最外径D

少ない

多い

。ﾌｯｸのない場合

ﾌｯｸのある場合。

本数に差がある場合。

機械式継手表示。

（ｶﾞｽ圧接，突き合せ溶接）溶接継手表示。

d ｷｬｯﾌﾟﾀｲ

8
d
以

上

折曲げ角度90゜はｽﾗﾌﾞ
筋・壁筋の末端部また
はｽﾗﾌﾞと同時に打ち込
むT形およびL形梁のｷｬ
ｯﾌﾟﾀｲのみに用いる。

(2) 鉄筋末端部の折曲げの形状

180ﾟ折曲げ角度 135ﾟ 90ﾟ

図

余長
余
長

余
長

d d d

R R R

鉄筋の余長 4d以上
（※4d以上）

8d以上
（※4d以上）

6d以上

折曲げ内法寸法Rは、SD295のD16以下は3d以上、

SD345のD19～D38は4d以上。SD390は5ｄ以上。

※片持ｽﾗﾌﾞ上端筋の先端

図 鉄筋の種類
所による呼称
鉄筋の使用箇 鉄筋の折り曲げ

d

R

内のり寸法(R)
鉄筋の径によ

る区分

(3) 鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度90゜以下

4d以上

あばら筋
スパイラル筋

帯　　筋 D16以下

D19以上

3d以上SD295
SD345

D16以下d

R 6d以上D19～D25

8d以上D29～D41
SD390

SD295
SD345

上記以外の鉄

筋

(4) 鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

(1) 鉄筋の表示記号

定着の長さ普通、軽量ｺﾝ 特別の定着及び
ｸﾘｰﾄの設計

鉄筋の種類 下ば筋(L3) 重ね継手の長さ基準強度の範囲
(L1)小　梁 ｽﾗﾌﾞ(N/mm2)

図の●印の鉄筋の重ね継手の

梁

末端にはﾌｯｸが必要
(5) 鉄筋のフック (a～fに示す鉄筋の末端部にはﾌｯｸを付ける。)

a≧400

L1 L1

1.5L1以上 約0.5L１

圧接継手 重ね継手(ユニット鉄筋は除く)

d 1.4d以上

圧接面 圧接面

d/5以下d

d/4以下

圧接面

1.1ｄ以上

2mm以下

a.丸鋼　b.あばら筋、帯筋　c.煙突の鉄筋

d.梁(基礎梁は除く)の出すみ部分の鉄筋(右図参照)

e.単純梁の下端筋

f.その他、本配筋標準に記載する箇所

ガス圧接形状

継手

SD295

SD345

SD390

18

21

24～27

30～36

21

24～27

30～36

21

24～27

30～36

45dまたは
35dﾌｯｸつき
40dまたは
30dﾌｯｸつき
35dまたは
25dﾌｯｸつき
35dまたは
25dﾌｯｸつき

35dﾌｯｸつき

30dﾌｯｸつき

35dまたは
25dﾌｯｸつき

50dまたは

45dまたは

40dまたは
30dﾌｯｸつき

35dﾌｯｸつき

18

-

50dまたは

45dまたは
35dﾌｯｸつき
40dまたは
30dﾌｯｸつき

40dまたは
30dﾌｯｸつき
35dまたは
25dﾌｯｸつき
30dまたは
20dﾌｯｸつき
30dまたは
20dﾌｯｸつき
40dまたは
30dﾌｯｸつき
35dまたは
25dﾌｯｸつき

30dまたは
20dﾌｯｸつき

35dまたは
25dﾌｯｸつき

40dまたは
30dﾌｯｸつき
40dまたは
30dﾌｯｸつき
35dまたは
25dﾌｯｸつき

つき

10dかつ
15cm以上

20dまたは
10dﾌｯｸ

フープ筋

片面10d重ね溶接

一般(L2)
(ﾌｯｸつき=L2h)

1.継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

2.直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

3.D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない

4.鉄筋径の差が7mmを超える場合は、圧接としてはならない

5.機械式継手の隣り合う継手の位置は機械式継手標準書による。

ユニット鉄筋ジョイント部詳細
(コーナー部はこの限りではない)

(L1)以上 (L1)以上

2025.1.1 Ver.11.0

●

●

●

●

０２

●

●

S10T
・F8F

S10T
・F8F

F8T

●

●

2025.10

(G800)

※G800Aについては、S-24を参照。

inomata
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川房地区複合型園芸施設整備事業加工施設建築主体工事
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一級建築士登録

第１０１３１６号

代表取締役社長　　栗 原 將 光
訂正 工

事
名

図
面
名

管
理
者

発行

認

部長 次長 審査 担当

図
番

連
番

設
計
者

縮
尺

一級建築士登録
栗 原 憲 昭 伏見　勇男

第２８９３０８号

A1:

A3:

ＳＡＫＡＲＩ

Ｓ Ｏ Ｇ Ｏ

Ｐ Ｌ Ａ Ｎ

株式会社 盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計
事務所登録　　　宮城県　第２３２１０１８８号

Ｓ－　

構造設計標準仕様

　　竹内　真弘　一級建築士 第156382号構造設計一級建築士 第2371号

日鉄物産システム建築株式会社一級建築士事務所　東京都知事登録　第34000号

川房地区複合型園芸施設整備事業建築機械工事

溶接基準図

(2)　工作一般

(a）鉄骨製作および施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の

    承認を得る。

(3)　高力ﾎﾞﾙﾄ接合

(a)本締めに使用するﾎﾞﾙﾄと仮締めに使用するﾎﾞﾙﾄの併用はしてはならない。

(4)　溶接接合

(a)溶接工

に従事している者とする。

溶接工は施工する溶接に適応するJIS Z3801(手溶接)またはJIS

Z3841(半自動溶接)の溶接技術検定試験に合格し、引続き半年以上溶接

(b)溶接機器

(ｲ)交流ｱｰｸ溶接機　300A～500A (ﾛ)ｱｰｸｴｱｰｶﾞｳｼﾞﾝｸﾞ機(直流)

(ﾊ)ｻﾌﾞﾏｰｼﾞｱｰｸ溶接機1式 (ﾆ)炭酸ｶﾞｽｱｰｸ半自動溶接機

(ﾎ)溶接電流を測定する電流計 (ﾍ)溶接棒乾燥機

(c)溶接方法

ｱｰｸ手溶接(MC) ｶﾞｽｼｰﾙﾄﾞｱｰｸ半自動溶接(GC)

ｱｰｸｴｱｰｶﾞｳｼﾞﾝｸﾞ(AAG)ｾﾙﾌ(ﾉﾝｶﾞｽ)ｼｰﾙﾄﾞｱｰｸ半自動溶接(NGC)

(d)溶接姿勢

立向　Ｖ下向　Ｆ 横向　Ｈ 上向　Ｏ

(e)仮付溶接工は、原則として本工事に従事する者が行う

(ｲ)仮付位置

   仮付溶接は、溶接の始・終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い

   箇所は避ける

仮付良仮付不良 仮付不良 仮付良

(ﾛ)突合せ溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

仮付溶接
裏はつり側にする。

開先面

(f)溶接施工

(ｲ)ｴﾝﾄﾞﾀﾌﾞ

   I)突合せ溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と t

ｴﾝﾄﾞﾀﾌﾞ 35
mm
以
上

か
つ
2t
以
上

　 　同厚で同開先形状のｴﾝﾄﾞﾀﾌﾞを取り付ける。

   Ⅲ)ｴﾝﾄﾞﾀﾌﾞの長さは、MC:35mm以上NGC GC:40mm以上とし、

      特記のない場合は、溶接終了後母材より10mm程度残して切断し、

      ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ仕上げとする。

      工事監理者の承認を得る。

   Ⅳ)ﾌﾟﾚｽ鋼板ﾀﾌﾞ、固形ﾀﾌﾞ使用については、資料を提出して設計者または

(ﾛ)裏あて金

   材質は母材と同質材料とし、厚さは手溶接で6mm、

   半自動溶接で9mm以上とする

(ﾊ)ｽｶｰﾗｯﾌﾟ （改良型ｽｶｰﾗｯﾌﾟ）

   加工は開先加工機で行う。

   形状は半径35mmと10mm程度の複合円弧とする。

1. 一般事項

(1)　材料および検査

(b)適用範囲は鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40mm以下のものとする。

(c)社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法・精度およびその他の結果を添付する。

(a)構造設計仕様による。

２.溶接規準図・開先形状寸法（手溶接・半自動溶接）

1.特記なき限り、溶接は全てすみ肉溶接とする。

   Ⅱ)ｴﾝﾄﾞﾀﾌﾞの材質は母材と同質とする。(ﾌﾗｯｸｽﾀﾌﾞも可)

注)f:余盛　G:ﾙｰﾄ間隔　R:ﾌｪｰｽ　S:脚長   ( )内は半自動溶接を示す。(単位　mm)

1

余盛補強すみ肉溶接

Ｔ継手 突合せ継手
f

T
f

f

T
f

T

T/4≦f＜10

f f

S

S

f≦0.1S+1
T≦19 19<T≦50

f=1～2 f=1～3

＊母材寸法の異なる突合せ溶接

　突合せ溶接する材の表面の

　のあるときは、高い方の材

　高さをそろえる．

　高さに4mmを越える段差

　を1/5以下の勾配で削り

＊ 補強すみ肉溶接および余盛

(1)　隅肉溶接

K形の場合

6

●tはt1、t2の小なる方とする。
　余盛は(1＋0.1S)以下とする。

81225

71122

61019

5916

4.5813

479

Sφ B

　溶接棒角度θは、30゜～ 40゜とする。
　2ﾊﾟｽ以上とする。
●9～16は1ﾊﾟｽ以上、19以上は
●ﾌﾚｱｰ溶接長は鋼板に接する全長とする。

a≧t または a≧0.3d
θθ

S
t

d

φ
a

B

(3)　ﾌﾚｱｰ溶接

5

溶接姿勢 F，V

t t≧19

19＜t≦50 4

12＜t≦19 3

4＜t≦12 2

t≦4 1

のど厚t 余盛の高さ

●両側に補強すみ肉溶接を付加する
●AAG( )内はGCでF,Hの場合

2/3t-d/2
d≦2

G
G≦3(2)

t

1/3t-d/2f

f

θ≧35゜

θ≧35゜

f=t/4

5

溶接姿勢 F，V

t t≧19

19＜t≦50 4

12＜t≦19 3

4＜t≦12 2

t≦4 1

のど厚t 余盛の高さ

●両側に補強すみ肉溶接を付加する
●AAG( )内はGCでF,Hの場合

2/3t-d/2
d≦2

f 1/3t-d/2G≦3(2)
G

t
f

θ≧35゜

θ≧35゜

f=t/4

4

溶接姿勢 F，V

8 8※ 9※ 935° 35°28≧t>19

89※※ 935° 35°512≦t≦19

5 56※※ 635° 35°6<t<12

t L LG t1G t1 θθ

GCMC NGCθ≧35°

R≦2
LL

t
t1

f

G
25以上

※ G≧=7(6)

f=t/4

●補強すみ肉溶接を付加する

f

t
t1

R≦2

L
25以上

ｆ=t/4
※ G≧=7(6)G

4

溶接姿勢 F，V

16≦t 8 8※ 9※ 935° 35°

12≦t<16 8 89※※ 935° 35°

6≦t<12 5 56※※ 635° 35°

t L LG t1G t1 θθ

GCMC NGC
θ

3

溶接姿勢 F，V

t 6＜t≦19

(裏はつり後溶接)

●両側に補強すみ肉溶接を付加する

(裏はつり後溶接)

削り面

t
f

R≦2

t1

5
1

R≦2
G=0～2

t2

a

G=3(2)

θ＝35゜θ≧35゜

a＞4の場合(平継手で板厚が異なるとき)f≧0.5(但しt≧15のとき4とする)

(2)　突合せ溶接（平継手・Ｔ型継手）

●ｶﾞｽｼｰﾙﾄﾞｱｰｸ溶接またはｾﾙﾌ
　ｼｰﾙﾄﾞｱｰｸ溶接に限る。

2

6＜t≦19t

溶接姿勢 F，V
f

R t

f R≦2
G=3(2)(裏はつり後溶接)

●両側に補強すみ肉溶接を付加する。AAG

θ≧35゜ f=t/4

t≦t1
S=10
D1=(t-2)/2=10 22t

t

S

23～25 26～28 29～32 33～36 37～4019～22

21 2411 13 15 17 19

16＜ｔ≦40

t

1312 13 14 1515 16

403632282522

D

施工できない場合は省略
この場合Dに依らず一律b=2

●ｔ/4≦S≦10。

3

1

1
19以下

●日鉄物産システム建築標準仕様

●但しRHのみ片面溶接の場合はS=tとする。

(ﾆ)裏はつり

   開先部をいためないように、養生を行う。

   規準図の溶接において、AAGと記載のある部分はすべて溶接監理者の

   確認を励行し、部材に確認ﾏｰｸをつける。

(ﾎ)現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。また、

(ﾍ)すみ肉溶接・部分溶け込み溶接の角部においては回し溶接を行なう。

(5)　塗装

ｺﾝｸﾘｰﾄに埋め込まれる部分および、ｺﾝｸﾘｰﾄとの接触面で

ｺﾝｸﾘｰﾄと一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない。

   但し梁成がD=150mm未満の場合、ｽｶｰﾗｯﾌﾟはr=20mmとする。

   ノンスカラップによる場合はJASS6規定に基づくものとする。

t1

θ=60°θ=60°

G=0

S S

R=2

D1
ｔ

D1

θ=45°

t

S S

S

D b

S/2

SS

t1

θ=60°θ=60°

S/2

t2

SS t1

S
t2

4～6

6

t

S

3.22.3

3

1.6 6

5 5

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

6 7 8 8 9 10 10 11 12

RH　t≦16

3.5 4.5

柱梁仕口(柱梁H型)

1

1
30

ｽﾌﾟﾘｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ
（SN490C）

ｽﾌﾟﾘｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ
（SN490C）

4 4

4

4

4

4

柱梁仕口(柱BOX型梁H型)

30

ｽﾌﾟﾘｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ
（SN490C）

ｽﾌﾟﾘｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ
（SN490C）

4

4

4

4

4

4

柱梁仕口(柱梁H型)

1

1

ｽﾌﾟﾘｯﾄﾃｨｰ

ｽﾌﾟﾘｯﾄﾃｨｰ

（SN490B）

（SN490B）

55

11

11

柱梁仕口(コーナーブロック)

1
1

4

4

4

4

1

1

柱梁仕口(柱梁H型)

1

1 1

1

ｽﾌﾟﾘｯﾄﾃｨｰ

（SN490B）

（SN490B）

ｽﾌﾟﾘｯﾄﾃｨｰ

55

柱梁仕口(柱梁H型)

1

1 1

1

ｽﾌﾟﾘｯﾄﾃｨｰ

（SN490B）

（SN490B）

ｽﾌﾟﾘｯﾄﾃｨｰ

55
16≦ｔ≦40

16～18

3.詳細図に記載あるものは詳細図を優先する。

2.すみ肉溶接の脚長は溶接規準図による。

柱梁仕口(柱梁H型)

1

30
4 4

4

柱梁仕口(柱梁H型)

1

1

1
ｽﾌﾟﾘｯﾄﾃｨｰ

（SN490B）

（SN490C）

55

（SN490C）
ｽﾌﾟﾘｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ

柱梁仕口(柱BOX型梁H型)

30
4

（SN490C）
ｽﾌﾟﾘｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ

4

4

4

1
（SN490C）

ｽﾌﾟﾘｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ

1

)

1

(S= )

*2

*2

4

ｽﾌﾟﾘｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ
（SN490C）

*1
S:脚長

1

(S= )*1

(S= )*1

4.ｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄのH形鋼ﾌｨﾚｯﾄ部はｽﾆｯﾌﾞｶｯﾄして充填溶接とする。

薄板　t≦6

(S=

ﾄｯﾌﾟｼｰﾄ
(S= *1 )

図表1

(S= *1 )

図表1

図表1と同じ

図表1と同じ

●ｔは、t1とt2の薄い方と取る。

※1

*1 *2
S:脚長

*1 *2
S:脚長※1.板厚(t)16mm以上(24mm以下)は

※1.板厚(t)16mm以上(24mm以下)は

　　溶接　　サイズ(S)12mmとする。

　　溶接　　サイズ(S)12mmとする。

2025.1.1 Ver.11.0

※1

※1

※1

在来ﾌﾞﾗｹｯﾄ仕口(柱BOX型梁H型)

０３

1

4

4

4
4

4

4

1

4

1

(S= )*1

1
(S= *1 )

4

9

12C452

C359

2025.10

間柱柱脚(柱H型)

※1※1

11 ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ

　　25mm以上は突合せ溶接とする。
※1.板厚(t)16mm以上(24mm以下)は溶接サイズ(S)12mmとする。

4

2

2

2

（SN490C）
ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ

（SN490C）
台座ﾌﾟﾚｰﾄ

（SN490C）
ﾘﾌﾞﾌﾟﾚｰﾄ

支承板柱脚(柱BOX型)

1

1

4

44

4

1

1

片持ち梁仕口(間柱H型梁H型)

1

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

1

在来ﾌﾞﾗｹｯﾄ仕口(柱BOX型梁H型)

S:脚長*1

在来ﾌﾞﾗｹｯﾄ仕口(柱BOX型梁H型)

1

4

4

4
4

4

4

1

4

4

44

※C456のみ  

inomata
テキスト ボックス
川房地区複合型園芸施設整備事業加工施設建築主体工事



宮城県仙台市青葉区上杉三丁目３－１６　〒９８０－００１１

ＴＥＬ（代表）０２２－２２２－６８８７　　ＦＡＸ０２２－２２４－２３９７

一級建築士登録
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一級建築士登録
栗 原 憲 昭 伏見　勇男

第２８９３０８号

A1:

A3:

ＳＡＫＡＲＩ

Ｓ Ｏ Ｇ Ｏ
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日鉄物産システム建築株式会社一級建築士事務所　東京都知事登録　第34000号

川房地区複合型園芸施設整備事業建築機械工事

基礎標準図

QFU(柱BOX型柱脚支承板仕様)

5
5
0
(
7
5
0
,
9
5
0
)

FL
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≧100≧100
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ｼ
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ﾃ
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建
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ｰ
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ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
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4
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0
(
6
0
0
,
8
0
0
)

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

ﾄﾞｰﾅﾂ型ｽﾍﾟｰｻｰ

QFU(柱H型柱脚皿ばね仕様) QFU(柱BOX型柱脚皿ばね仕様)

2
0
0

5
0 5
0

1
5
0

4
5
0

定着板

※.腰壁の高さは腰壁詳細図による
FL

GL

砕石
捨てｺﾝ
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ｼ
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ﾃ
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築
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囲
）

（
別

途
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囲
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ｰ
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4
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(
6
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,
8
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ﾊﾞｰ型ｽﾍﾟｰｻｰ

上部ｱﾝｸﾞﾙ
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5
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(
7
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,
9
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0
)

≧100 ≧100

5
0 5
0

1
5
0

4
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0
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0
0

※.腰壁の高さは腰壁詳細図による

ﾊﾞｰ型ｽﾍﾟｰｻｰ

皿ばねｾｯﾄ

W

柱成 D/2D/25 5

ｼﾝｸﾞﾙﾅｯﾄ

柱脚詳細図

BCJ評定-ST0012-03BCJ評定-ST0012-03

アンカーボルト下部
捨てコン厚100(400角程度)

アンカーボルト下部
捨てコン厚100(400角程度)
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礎柱

礎柱

礎柱

浮かし型枠金物

ｱﾝｶｰﾎﾟｽﾄ

ハカマ筋がある場合 ハカマ筋がない場合

浮かし型枠金物

ｱﾝｶｰﾎﾟｽﾄ

ハカマ筋がある場合 ハカマ筋がない場合

ｼﾝｸﾞﾙﾅｯﾄ
皿ばね

*
H

皿ばね
ｼﾝｸﾞﾙﾅｯﾄ

*W

礎柱
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ﾄﾞｰﾅﾂ型ｽﾍﾟｰｻｰ

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

3
5
0

アンカーボルト下部
捨てコン厚100(400角程度)
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部
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ー
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浮かし型枠金物

ｱﾝｶｰﾎﾟｽﾄ

ハカマ筋がある場合 ハカマ筋がない場合
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礎柱

A.BOLT 厚さ(mm)

定着板ｻｲｽﾞ

M24 16

M22 12

M20

M16

12

9 Aタイプのみ

Aタイプのみ

Bタイプのみ

M27 16

16M30

B

C2
0
0

2
5

D

B

C2
0
0

A A

D

3
6

30

柱 柱

台座PL-25(SN490C) 台座PL-36(SN490C)

t
b
t

t
b
b

t
b
b
t
b
t

リブPL-22(SN490C) リブPL-22(SN490C)

上部B.PL(SN490C)
上部B.PL(SN490C)

下部B.PL(SN490C) 下部B.PL(SN490C)
支承板PL-25(SS400)

柱
ｻ
ｲ
ｽ
ﾞ

2
5

2525 柱ｻｲｽﾞ

2
5
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A-SEC

B-SEC
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柱
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ｲ
ｽ
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2
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2
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腰壁：RC

D ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ径

皿ばねｾｯﾄ

ﾀｲﾌﾟ □-250 □-300

03 M22125 385 435

□-350

485

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ幅:W（mm）

□-400 □-450

535 585

05 150 M24 460 510 560 610

05 150 460 510 560 610M27

05 150 460 510 560 610M30

05 150 460 510 560 610M33

皿ばねセットの呼び名凡例
DSS□ - □

皿ばね段数 タイプ

A.BOLT 厚さ(mm)

定着板ｻｲｽﾞ

M22

M24

M27

M30

M33

12

16

16

16

19

A.BOLT 厚さ(mm)

定着板ｻｲｽﾞ

M22

M24

M27

M30

M33

12

16

16

16

19

L
=
6
0
0

L
=
6
0
0

L
=
6
0
0

台座PL-36

柱外面

柱成/2

柱 柱外面

柱成/2

柱

ｼｬｰｺﾈｸﾀｰ(必要に応じて設置)

(
L
=
6
1
5
)

L
=
6
0
0

(
L
=
6
1
5
)

定着板

(　)内は
(　)内は

M33の場合
M33の場合

砕石
捨てｺﾝ

1
,
0
0
0
(
1
,
2
0
0
,
1
,
4
0
0
)

1
,
0
0
0
(
1
,
2
0
0
,
1
,
4
0
0
)

1
,
0
0
0
(
1
,
2
0
0
,
1
,
4
0
0
)

ﾄﾞｰﾅﾂ型ｽﾍﾟｰｻｰ

SN490B

強
度

は
基

礎
の

設
計

基
準

SN490BSN490B

(SN490C)
台座PL-36

台座PL-25
(SN490C)

Aタイプ（□-200x200、□-250x250） Bタイプ(□-300x300～□-450x450）

t t

B

325x325・350x350

250x250・275x275

300x300

上部B.PL

(SN490C)

下部B.PL

(SN490C)

下部

B.PLｻｲｽﾞ

32・36・40

25・28

32・36・40

25・28

B

上部B.PL

(SN490C)

下部B.PL

(SN490C)

下部

B.PLｻｲｽﾞ

32・36・40

28・32・36・40

300x300・325x325

350x350

375x375・400x400

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ 4-M16・4-M20

4-M22・4-M24・4-M27

4-M16・4-M20

4-M22・4-M24・4-M27

(SNR490B)
(ABR490)
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ
(SNR400B)
(ABR400)

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ
(SNR490B)
(ABR490)
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ
(SNR400B)
(ABR400)

ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ
転造ﾈｼﾞ

ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ
転造ﾈｼﾞ

胴縁芯

外壁材

柱外面

胴縁芯

外壁材

胴縁芯

外壁材

※.腰壁の高さは腰壁詳細図による

腰水切

腰壁：RC

110

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

腰壁：RC

110

腰壁：RC

腰水切

110

腰水切

腰壁：RC

腰壁：RC

1
6 2
5 土間天端土間天端

H-200x100x5.5x8
SM490A・B

H-150x75x5x7 SS400

ｱﾝｶｰﾎﾟｽﾄｻｲｽﾞ

H-200x100x5.5x8
SM490A・B

H-150x75x5x7 SS400

*W=D（皿ばね径）+40

*H=a+75

ｱﾝｶｰﾎﾟｽﾄｻｲｽﾞ

H-200x100x5.5x8
SM490A・B

SS400H-200x100x5.5x8

ｱﾝｶｰﾎﾟｽﾄｻｲｽﾞ

※ 1.土間コン別途工事とする。
2.ﾕﾆｯﾄ鉄筋とする場合は指定工場にて製作する。
3.間柱部のアンカーポストはH-150x75x5x7(SS400)とする。

※ 1.土間コン別途工事とする。
2.ﾕﾆｯﾄ鉄筋とする場合は指定工場にて製作する。
3.胴縁下の皿ばねは胴縁取付前に装着のこと。
4.間柱部のアンカーポストはH-150x75x5x7(SS400)とする。

※ 1.土間コン別途工事とする。
2.ﾕﾆｯﾄ鉄筋とする場合は指定工場にて製作する。
3.間柱部のアンカーポストはH-150x75x5x7(SS400)とする。

4-M22・4-M24

4-M22・4-M24

4-M27・4-M30

4-M27・4-M30

定着板 定着板

皿ばねセットの呼び名凡例
DSS□ - □

皿ばね段数 タイプ

03 M22125

05 150 M24

05 150

05 150

05 150

M27

M30

M33

D ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ径ﾀｲﾌﾟ

皿ばねｾｯﾄ

195

200

200

200

200

D1・D2
ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ幅

W（mm）

390

柱成

D1

柱脚詳細図

2525

ｼﾝｸﾞﾙﾅｯﾄ皿ばねｾｯﾄ

D
2W

D
/
2

D
/
2

(
W
-
D
2
-
D
)
/
2

(
W
-
D
2
-
D
)
/
2

2025.1.1 Ver.11.0

●

柱脚支承板下端
=礎柱天端

FL

GL

7
5
0

1
,
6
0
0

※　　　　はF24Aを示す。

0
4
0
0

０４

●

●

●

基
礎
フ

ー
チ

ン
グ
ま

で

1
,
1
5
0

7
5
0

コンクリート
打継位置

型
枠

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ｼ
ｽﾃ

ﾑ
建

築
工

事
範

囲
型

枠
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ｼ
ｽ
ﾃﾑ

建
築

別
途

工
事

範
囲
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一級建築士登録
栗 原 憲 昭 伏見　勇男

第２８９３０８号

A1:

A3:

ＳＡＫＡＲＩ

Ｓ Ｏ Ｇ Ｏ

Ｐ Ｌ Ａ Ｎ

株式会社 盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計
事務所登録　　　宮城県　第２３２１０１８８号

Ｓ－　

　　竹内　真弘　一級建築士 第156382号構造設計一級建築士 第2371号

日鉄物産システム建築株式会社一級建築士事務所　東京都知事登録　第34000号

川房地区複合型園芸施設整備事業建築機械工事

TREO胴縁(横胴縁100シリーズ）標準図（１）

０５

3.　部分詳細図2. 割付基本参考図　SD角波(KFパネル)

日鉄物産システム建築株式会社　　TREO胴縁(横胴縁100シリーズ） 標準図　（ 1）

サッシ(ドア)開口廻りの胴縁は

K102

D152

K102

K102

K102

K
1
0
2

K
1
0
2

K102

K102

K102

K
1
0
2

K
1
0
2

K
1
0
2

K102

D152 D152

D152

K102

D152

K102

D152

 C-100x50x20x2.3

通り芯通り芯 鉄骨外面

RSL(水下)

X1 Y1X2

3
100

K102

D152

D152

D152

D152

D152

D152

C-100x50x20x2.3

K102

NP225-110 NP90-110 NP120-110

NP85

RSL(水上)

□-100x100x2.3以上

K
1
0
2

（竪使い） （竪使い）柱芯 鉄骨外面

本柱 間柱 本柱

（1) KFパネル１段

（2) KFパネル2段

サッシ(ドア)開口廻りの胴縁は

K102

K102

K102

K
1
0
2

K
1
0
2

K
1
0
2

K102

D152 D152

D152

通り芯通り芯 鉄骨外面

D152

K102

D152

K102

□-100x100x2.3以上

K
1
0
2

柱芯 鉄骨外面

K102 K102

1
0
0
0

FL

FL

 C-100x50x20x2.3 C-100x50x20x2.3
（竪使い） （竪使い）

基準胴縁レベル

腰胴縁レベル

A=2127.5 A=2127.5

基準胴縁レベル

腰胴縁レベル

つなぎ梁

NP85

K102

D152 D152

K102

K102

K102

K102

K102

基準胴縁レベルは胴縁芯とする。

NP60

NP60

 ・上記の軸組詳細図は、割付の基本となる参考図である。本参考図と異なる部材および納まりは、別途詳細図などにて明記のこと。

□-40x40x2.3

□-40x40x2.3

X1 Y1X2

3.1　胴縁接合部

(1) 一般部（本柱と間柱）

(2）出隅コ－ナ－部 （3）開口部- 竪胴縁とパネル下地

（4）腰壁部

3.2　屋根および外壁システム納まり詳細

(1) 軒部

(3）ケラバ部

（2）水上部

基準

基準外

基準胴縁レベル

KFパネル1段 KFパネル2段 備考

40

鉄骨外面

通り芯

通り芯 鉄骨外面

NP120-110
本柱芯

40

40

通り芯 鉄骨外面通り芯

通り芯 鉄骨外面

通り芯

鉄骨外面

NP225-110

柱芯

40

通り芯

NP85
鉄骨外面

通り芯 鉄骨外面

FL

NP60

C-100x50x20x2.3パネル下地

40

通り芯 鉄骨外面

鉄骨外面

通り芯

間柱芯

NP90-110

40

屋根葺基準

RSL(水下)

3
100

屋根SD160

通り芯 鉄骨外面

タイトフレーム

外壁 SD角波

胴縁□-100x100x2.3

基準勾配

エプロン面戸

水上カバー

外壁 SD角波

屋根 SD160

通り芯鉄骨外面

胴縁

タイトフレーム

4
0

25 RSL(水上)

3503
100

□-100x100x2.3

基準勾配

25

□-75×75×2.3

屋根葺基準3
100

4
0

RSL

通り芯 鉄骨外面

外壁 SD角波
胴縁

□-100x100x2.3

タイトフレーム受け

ケラバ包み
一部裏貼り

現場合わせ

屋根SD160

タイトフレーム

FL

水切り

腰胴縁レベル

□－100×100×2.3

柱外面通り芯

C-100x50x20x2.3

腰壁
KFパネル125

SD角波

ケミカル面戸

腰壁天端

外壁割付基準

腰壁天端

2024.2.2 Ver.1.0

1. 使用構造材料

(3) 胴縁部材

(2) 外壁

SD角波　+　1PB

SD角波　+　2PB
750mm、800mm

仕様

シリーズ

働き幅

符号

(4) 接合部リスト

■

□

□

鋼種

@1000

@910

部材

SD角波

RC腰壁

仕様 段数、高さ

1段

2段

@900(倉庫業法対応)

(1) 腰壁

KFパネル(押出成形セメント板)

胴縁間隔(㎜)

□ NEO SD断熱角波

□

□

□

□

D152 C-100x50x20x2.3

SSC400

STKR400

D153

D171

D172

K102

K103

K104

D252

D253

K272

C-100x50x20x3.2
C-100x75x20x1.6

C-100x75x20x2.3

□-100x100x2.3

□-100x100x3.2

□-100x100x4.5

□

□

□

□

□

K273

K222

K223

K224

D552

□-125x125x3.2

□-125x125x4.5

□-125x75x2.3

□-150x150x3.2

□-150x150x4.5

□-150x100x2.3

□-150x100x3.2

□-125x75x3.2

□

□

□

□

□

D553

K502

K503

K553

K554

100シリーズ

125シリーズ

150シリーズ

□-125x125x2.3

C-125x50x20x3.2

C-125x50x20x2.3

C-150x50x20x3.2

C-150x50x20x2.3

JIS G3350

JIS G3444

SSC400
JIS G3350

SSC400
JIS G3350

STKR400
JIS G3444

STKR400
JIS G3444

NP材（ネコピース）符号 部材

■

■

■

NP60

NP90-110

NP120-110

NP225-110

曲げPL-4.5

■

鋼種

SS400

又は　L-150x90x9

L-75x75x6

NP85■
PL-6リブ付き
曲げ加工品（指定品）

(5) ボルト

■ 中ボルト(緩み止め機能付き）

(6) 溶接基準

■

□

目標膜厚15

目標膜厚30

仕様 備考

B 仕様

A 仕様

①　塗膜厚平均値は目標膜厚の90%以上。

②　測定値の最小値は目標膜厚の70%以上。

③　測定値の分布の標準偏差は目標膜厚の20％以下。

とする場合もあり。

(7) 錆止塗装タイプ

錆止めﾍﾟｲﾝﾄは、JIS K5674、1回塗りを標準とする。

胴縁材

脚長

t（㎜）

S（㎜）

6.0

5

4.5

4

3.2

3

2.3

2

1.6

2

・胴縁材とNP材(ネコピース)は中ボルト接合

・胴縁兼つなぎ材(T材)は、3．部分詳細図に従う。

*但し膜厚の管理は以下に基づく。(測定値は5点平均)

μm

μm

NP120-110NP90-110 NP225-110

NP85 NP60

■

部位

一般

本柱用

コ－ナ－用　

間柱用.本柱用

o=15 o=15

補強リブ

o=15

補強リブ

o=15

補強リブ

o=15

1
1
0

5 5

5
0
5
0
6
0

50 50 60

9
2
.
5

3
5

3
2
.
5

2
5

2
5

25353525

50 50

110

5
0
5
0 1
1
06
0

50 50 60

9
2
.
5

3
5

3
2
.
5

10
50 85

10 150 75

60

50 40

35

4025

3
2
.
5

3
5

3
2
.
5 5
0
5
0 1
1
06
0

110

37.5 30

50 60

5
02
52
5
0

92.5

50

5
0

5
0

1
1
06
0

50 50 60

9
2
.
5

3
5

3
2
.
5

2
52
5

360

250 110

110
50 6050

7
5

7
5

110
5060 50

110
6050 50

7
5 1
5
0

2
5
0

110

50 6050

5
0

5
0

3
1
0

1
4
0
1
5

1
5
5

5
0

3500

7000

1
5
0

2
5
0

9
7
7
.
5

1
0
0
0

2935

1
2
9
0

110

2
1
2
7
.5

110

3500

1
0
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0

3500

7000

1
5
0

2
5
0

5
2
7
.
5

1
0
0
0

2935

1
2
9
0

110

21
2
7
.
5

110

3500

1
0
0
0

4
5
0

8
7
5

7
8
7
.
5

7
1
2
5

2935

935

2
0
37
.5

935

2
0
3
7
.
5

7
8
7
.
5

2
5
7
5

≦
＠
1
0
0
0

3500

7000

1
5
0

2
5
0

9
7
7
.
5

1
0
0
0

2935

1
2
9
0

110

2
1
2
7
.5

110

3500

1
0
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0

3500

7000

1
5
0

2
5
0

5
2
7
.
5

1
0
0
0

2935

1
2
9
0

110

21
2
7
.
5

110

3500

1
0
0
0

4
5
0

8
7
5

7
8
7
.
5

7
1
2
5

2935

935

2
0
37
.5

935

2
0
3
7
.
5

7
8
7
.
5

2
5
7
5

≦
＠
1
0
0
0

6
5

85

25 35 25

6
5

65

2
5
4
0

4
.
5

7
5

60

3030

7
5

75

2
5
5
0

6

2
2
.
5

3
5

9
2
.
5

1
5
0

120

7
5

6

150

25 70 25

2
2
.
5

3
5

9
2
.
5

1
5
0

90

6

7
5

150

45 45

1
5
0 9
2
.
5

3
5

2
2
.
5

4014540

225

7
5 6

150

A=2275.0(腰壁RC) 基準胴縁レベルは胴縁芯とする。

■

□

□

□

□

□

□

■

■

□

□

H=1,000(GLより)
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TREO胴縁(横胴縁100シリーズ）標準図（２）

日鉄物産システム建築株式会社　　TREO胴縁(横胴縁100シリーズ)　標準図（2）

※　参考例は三協アルミ仕様とする。3.3 アルミ建具廻り

(1) アルミドア (3) 高窓(2) 腰窓

(1) スチールシャッター　（重量） （２）オーバースライデイングドア　（ハイリフト型） （3）軽量ハンガードア（両開き）
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深層混合処理工法(炎工法) 特記仕様書

(1)本 工 事 の 施 工 業 者 は 、 炎 工 法 協 会 に 所 属 す る 指 定 の 施 工 会 社 と す る 。 (株 式 会 社 ソ イ ル 基 工 )

2 .  一 般 事 項

｢建 築 工 事 標 準 仕 様 書 ・ 同 解 説  J A S S 4  杭 ・ 地 業 及 び 基 礎 工 事 ｣(日 本 建 築 学 会 )に よ る 。

（深 層 混 合 処 理 工 法

本 工 事 は 、 本 特 記 仕 様 書 に よ る ほ か 、 ｢改 訂 版 、 建 築 物 の た め の 改 良 地 盤 の 設 計 及 び 品 質 管 理 指 針 ｣(日 本 建 築 セ ン タ ー )お よ び

設 計 条 件

A 試 掘

B 試 験 施 工

ﾎﾞ ｰ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ調 査 箇 所 付 近 を 試 掘 ロ ッ ド で 掘 削 し 、 先 端 土 質 の 確 認 を 行 う 。

ボ ー リ ン グ 調 査 位 置 で 施 工 し 、 混 合 状 況 、 ト ル ク 値 、 掘 削 深 度 等 を 確 認 す る 。

設 計 で 想 定 し た 土 質 と 差 異 が あ る 場 合 は 、 監 督 員 と 協 議 す る 。

施 工 前 試 験

( k g / m 3 ) (室 内 配 合 試 験 結 果 に よ り 変 更 す る 場 合 が あ る )１ ， 固 化 材 添 加 量

工 事 施 工 後 、 次 の 事 項 に つ い て 報 告 書 を ま と め 、 監 督 員 に 提 出 す る 。

１ ， コ ラ ム 伏 図 、 番 号

施 工 後 試 験

(品 質 検 査 )

２ ， コ ラ ム 施 工 日 、 改 良 径 、 掘 削 深 度 、 改 良 長 、 注 入 量

本 施 工 時 に 、 以 下 の デ ー タ ー を コ ラ ム 1本 毎 に 機 械 で 記 録 管 理 す る 。C 本 施 工

配 合 強 度 の 割 り 増 し 係 数 は 　 配 合 強 度 の 表 に よ る 。

割 り 増 し 係 数 α t の 設 定

合 格 確 率 を 確 保 す る 、 割 り 増 し 係 数 α は 配 合 管 理 で 目 標 と す る 変 動 係 数 Vc、 Vdと 抜 取 箇 所 数 に よ り 設 定 さ れ る 。

掘 削 最 大 深 度 (深 度 計 )、 ト ル ク 値 (ト ル ク 計 )、 注 入 量 (流 量 計 )

施 工 地 盤 状 況 に よ り 、 改 良 長 の 変 更 が あ る 。

8 . 施 工 管 理 方 法

）に よ る 地 業 特 記 仕 様 書炎 工 法

本 工 事 は 、 炎 工 法 に よ る 、 地 盤 改 良 地 業 で あ り 、 ス ラ リ ー 状 の セ メ ン ト 系 固 化 材 を 地 中 に 注 入 し な が ら 、

報 　 告

施 　 工

原 地 盤 を 機 械 的 に 混 合 攪 拌 し 、 固 化 材 の 化 学 反 応 に よ り 所 要 の 強 度 を 持 つ 改 良 体 を 築 造 す る 工 法 で あ る 。

(先 端 土 質 　 □ 砂 質 土 　 □ 粘 性 土 )●

●６ ， 想 定 改 良 土 　 　 □ 粘 性 土 　 □ 砂 質 土 　 □ 有 機 質 土 　 □ ロ ー ム 質 土

３ ， 固 化 材 液 の 配 合 、 固 化 材 使 用 量

４ ， コ ア の 強 度 結 果 、 合 格 判 定 結 果

(試 験 施 工 状 況 に よ り 、 変 更 す る 場 合 が あ る )２ ， 水 、 固 化 材 比 ( ％  )

( K N / m 2 )３ ， 設 計 基 準 強 度 (F c )

４ ， 固 化 材 の 種 類 　 　 □ 一 般 固 化 材 　 　 　 　 □ 有 機 質 用

５ ， コ ラ ム 径 は 、 コ ラ ム 伏 図 、 基 礎 リ ス ト 図 を 参 照 す る こ と 。

３ ， 配 合 強 度 　 Xf  の 設 定 Xf= F c・ α t 

１ ， 現 場 の 土 を 採 取 し 、 室 内 配 合 試 験 を 行 う 。 固 化 材 添 加 量 は 3種 類 と し 、 7日 強 度 の 試 験 を 行 う 。

7日 強 度 よ り 28日 強 度 の 推 定 を 行 い 、 固 化 材 添 加 量 の 確 認 を 行 う 。

２ ， 六 価 ク ロ ム 抽 出 試 験 を 行 う 。

２ ， 固 化 材

３ ， 攪 拌 混 合 度

４ ， 支 持 地 盤

事 前 に コ ラ ム 芯 に マ ー ク を 設 け る 。

深 度 計 で 計 測 す る 。

コ ラ ム 芯

掘 削 深 度

攪 拌 翼 の 径 を ス ケ ー ル 計 測 す る 。攪 拌 羽 根

水 ・ 固 化 材 の 重 量

マ ッ ド バ ラ ン ス で 測 定 す る 。

材 料 計 量

ス ラ リ ー 比 重

速 度 計 で 測 定 す る 。

掘 削 翼 、 攪 拌 翼 の 枚 数 等 。

速 度 計 で 計 測 す る 。

ト ル ク 計 で 計 測 す る 。

掘 進 ・ 引 上 速 度

攪 拌 装 置

掘 進 速 度

ト ル ク 値 (支持層の判断基準は、指針により監督員と協議する)

１ ， 設 計 寸 法 ・ 形 状 の 確 保

抜 取 検 査 に よ る 品 質 検 査 の 合 格 判 定 値 Ｘ Ｌ を 下 式 で 設 定 す る 。

Vd: 設 計 で 想 定 す る コ ア の 一 軸 圧 縮 強 さ の 変 動 係 数

ka:  検 査 手 法 Aの 合 格 判 定 係 数

Xn:  採 取 し た コ ア の 圧 縮 強 度 の 平 均 値

１ ， コ ラ ム 頭 部 及 び 深 度 方 向 の コ ア を 採 取 し て 、 圧 縮 試 験 を 行 い コ ア 本 体 の 強 度 の 確 認 を 行 う 。

XL= F c + k a

頭 部 コ ア

深 度 コ ア

コ ア 採 取 箇 所 数 カ 所

カ 所 (ボ ー リ ン グ コ ア 試 験 )

(モ ー ル ド コ ア 試 験 )

検 査 手 法 Aの 合 格 判 定 係 数

XL  <  X n

1 - 1 . 3 V d

F c・ Vd

コ ア 採 取 箇 所 数  N

合 格 判 定 係 数 　 ka 1.9

1 3

1.6

4～ 6

1.5

7～ 8

1.4

9～

1.3

2

1.7

２ ， 改 良 柱 体 強 度

1 . 工 法 概 要

300

●

3 . 特 記 事 項
(1)コ ラ ム 径 、 掘 削 深 度 (設 計 コ ラ ム 長 +空 堀 長 )、 本 数 配 置 は 設 計 図 書 に よ る 。 た だ し 、 コ ラ ム 径 ・ 長 さ ・ 本 数 ・ 位 置 及 び

固 化 材 液 の 配 合 等 に つ い て 土 質 や 地 盤 状 況 に よ り 変 更 し た 方 が 適 切 だ と 判 断 さ れ る 場 合 は 、 監 督 員 の 承 認 の 下 に 変 更 す る こ

と が で き る 。

4 . 施 工 計 画

(2)施 工 計 画 書

施 工 に 先 立 ち 下 記 事 項 を 記 載 し た 施 工 計 画 書 を 提 出 す る 。

(1)工 事 名 称 及 び 工 事 場 所

(2)コ ラ ム 仕 様 及 び 数 量

(3)工 事 期 間 及 び 工 程

(4)工 事 の 組 織 (コ ラ ム 施 工 業 者 名 及 び 責 任 者 )

(5 )施 工 手 順

(6)施 工 機 械

(7)固 化 材 配 合 条 件

(8)施 工 管 理 (管 理 項 目 、 施 工 記 録 )

(9 )品 質 管 理

(10 )安 全 衛 生 対 策

(11 )地 盤 概 要 (土 質 柱 状 図 )

( 1 2 )コ ラ ム 伏 図

(13 )技 術 審 査 証 明 書 (写 し )

5 . 施 工
(1)作 業 地 盤 は 、 施 工 機 械 が 傾 斜 、 転 倒 し な い よ う に 養 生 す る 。

(2)基 本 的 な 施 工 手 順 を 以 下 に 示 す 。 施 工 障 害 に な る 事 項 が 出 現 し た 場 合 は 、 別 途 検 討 す る 。

(3)設 計 図 書 に 示 さ れ た 支 持 地 盤 に 着 底 す る 長 さ を 実 施 コ ラ ム 長 と い う 。

(4)本 工 事 に よ り 排 出 さ れ る 発 生 残 土 は 場 内 処 分 と す る 。

a.撹 拌 装 置 を コ ラ ム 芯 に 合 わ せ る 。

c.固 化 材 液 を 吐 出 し な が ら 掘 進 ・ 撹 拌 混 合 す る 。

6 . 施 工 機 械
(1)供 回 り 現 象 を 防 止 す る 機 構 を 有 し 、 固 化 材 と 原 位 置 土 を 確 実 に 撹 拌 混 合 で き る 撹 拌 装 置 を 用 い る こ と 。

(2)所 定 の 施 工 管 理 項 目 を 測 定 し 、 記 録 で き る 管 理 装 置 を 用 い る こ と 。

(3)施 工 本 体 は 、 改 良 コ ラ ム の 品 質 管 理 が 十 分 で き る 地 盤 改 良 専 用 機 と す る 。

(4)ミ キ シ ン グ プ ラ ン ト は 、 所 定 の 吐 出 量 を 十 分 供 給 で き る も の と す る 。

(1)固 化 材 液 に 使 用 す る 材 料 は 、 セ メ ン ト 系 固 化 材 と す る 。

(2 )配 合 強 度

7 . 配 合 管 理

(1)本 施 工 業 者 は 、 本 工 法 の 施 工 技 術 に 精 通 し た も の と す る 。

b.固 化 材 液 を 吐 出 せ ず に 、 空 堀 部 分 を 所 定 の 深 度 ま で 掘 進 す る 。

d.注 入 掘 進 工 程 が 終 了 し た ら 、 固 化 材 液 の 吐 出 を 停 止 し 先 端 部 の 練 り 返 し を 行 う 。

e.先 端 練 り 返 し 工 程 が 終 了 し た ら 、 撹 拌 軸 を 逆 回 転 し 引 き 上 げ 撹 拌 混 合 す る 。

割増係数αｔは、合格率８０％とした下表による。

1 2採取ヶ所数　N 3 4～6 7～8 9～

変動係数　

Vc

( 3 )減 水 材 は 、 土 質 や 改 良 径 、 掘 削 長 等 を 考 慮 し 固 化 材 に 対 し て 0.1 %～ 1. 0 %の 割 合 で 加 え る 場 合 が あ る 。

(2)本 工 事 工 法 は 、 技 術 審 査 証 明 取 得 工 法 と し 、 施 工 は 工 法 取 得 会 社 が 行 う 。 協 会 加 盟 店 等 は そ れ に 含 ま れ な い 。

　 　 　 同 等 工 法 と は 、 減 水 剤 、 界 面 活 性 剤 （ 流 動 化 剤 ） 等 の 添 加 剤 を 使 用 せ ず に 、 変 動 係 数 25％ で 技 術 審 査 証 明 を 取 得 し た 工 法 で あ る 。

　 　 　 ま た 、 事 前 に 同 等 工 法 で あ る 証 明 書 を 提 出 し 監 理 者 の 承 認 を 得 る こ と 。

(2 )同 等 工 法 で 施 工 す る 場 合 は 、 工 法 取 得 会 社 、 且 つ 応 力 照 査 等 の 技 術 力 を 有 す る 会 社 に 限 る 。
７ ， 想 定 先 端 土 質 　 平 均  N  値 　 N =

25％ 2.163 1.918 1.815 1.719 1.651 1.594

1000

8 0

21

3

3

2025.10

inomata
テキスト ボックス
川房地区複合型園芸施設整備事業加工施設建築主体工事



宮城県仙台市青葉区上杉三丁目３－１６　〒９８０－００１１

ＴＥＬ（代表）０２２－２２２－６８８７　　ＦＡＸ０２２－２２４－２３９７

一級建築士登録

第１０１３１６号

代表取締役社長　　栗 原 將 光
訂正 工

事
名

図
面
名

管
理
者

発行

認

部長 次長 審査 担当

図
番

連
番

設
計
者

縮
尺

一級建築士登録
栗 原 憲 昭 伏見　勇男

第２８９３０８号

A1:

A3:

ＳＡＫＡＲＩ

Ｓ Ｏ Ｇ Ｏ

Ｐ Ｌ Ａ Ｎ

株式会社 盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計
事務所登録　　　宮城県　第２３２１０１８８号

Ｓ－　

　　竹内　真弘　一級建築士 第156382号構造設計一級建築士 第2371号

日鉄物産システム建築株式会社一級建築士事務所　東京都知事登録　第34000号

川房地区複合型園芸施設整備事業建築機械工事

ボーリング柱状図

1/800

1/1600

０８

0.8%

門扉

1.
2%

1.3%

←
L=

19
.
4m

,i
=1

.5
%

1.
4%

1.3%

L=20.840m,i=11.3%→

1.
1%

1.
0%

▲
隣

地
境

界
線

▲
隣

地
境

界
線

▼隣地境界線 ▼隣地境界線

▲隣地境界線

▲
隣

地
境

界
線

▲
隣

地
境

界
線

▲隣地境界線

（
6
6
3
）

市
道

 
田

中
線

確認申請不要

(幅員7.00ｍ程度)

(
幅

員
6
.
2
0
ｍ

程
度

)

(幅員4.20ｍ程度)

(
幅

員
4
.
0
0
ｍ

程
度

)

ＣＯＮ

受水槽

防災調整池

45ｍ×45ｍ

・-2.35ｍ

野菜育苗施設

・設計GL＝KBM-350mm

・KBM＝標高80.15ｍ(敷地乗入口付近)

(-3.03)

1
5
,
0
0
0

1
2
,
5
0
0

Ｎ

ボーリング位置図　　1/800

野菜加工工場

79.8

79.80

79.80
79.80

79.80

NO.1
設計GL-2.32m

設計GL = 79.8m

設計GL+0.75m
NO.2

設計GL-1.05m
NO.3

・1FL＝設計GL＋1,000mm
・設計GL＝KBM-350mm

・KBM＝標高80.15ｍ(敷地乗入口付近)

[ NO.2 ] 設計GL+0.75m

6050403020100

12

11

10

 9

 8

 7

 6

 5

 4

 3

 2

 1

Ｎ　値

土
質
区
分

深
　
　
度

標
　
　
尺

標
　
　
尺

深
　
　
度

土
質
区
分

Ｎ　値

[ NO.1 ] 設計GL-2.32ｍ

75
0

2,
32
0

標
　
　
尺

深
　
　
度

土
質
区
分

Ｎ　値

 1

 2

 3

 4

 5

 6

 7

 8

 9

10

11

12

0 10 20 30 40 50 601,
05
0

根入れ深さ

F28 F28

根入れ深さ

[ NO.3 ] 設計GL-1.05m

設計GL = 標高79.8m

※
85

0

※
85

0

※他の基礎の改良底の
　 震度は改良伏図による。

※他の基礎の改良底の
　 震度は改良伏図による。

孔
内
水
位

 1

 2

 3

 4

 5

 6

0 10 20 30 40 50 60

 7

 8

 9

10

11

0.60

1.90

5.95

7.90

11.31

耕作土/細砂

有機質
砂質シルト

砂礫

強風化砂岩

風化砂岩

4.48

3

35

37

41

31

63

39

58

71

60

54

孔
内
水
位

孔
内
水
位

13

13

14

15

0.40

0.90

1.45

4.65

7.05

7.45

12.30

13.28

6

19

24

54

60

54

12

71

65

63

63

94

71

2.80
12/14

4.60
12/16

12/17
5.15

暗灰

風化砂岩

強風化砂岩

砂礫

有機質
砂質シルト

シルト質砂

礫混じり砂

耕作土/細砂

0.50

1.00

2.45

4.90

9.00

12.80

15.21

風化細粒砂岩

風化砂岩

強風化砂岩

砂礫

砂質シルト

耕作土/細砂
有機質

砂質シルト

2.74
11/26

11/27
4.30

6

6

27

30

54

75

39

43

54

83

94

150

63

167

79

2025.10

inomata
テキスト ボックス
川房地区複合型園芸施設整備事業加工施設建築主体工事



F
24

12

F
24

12

(間
柱

基
礎

芯

P
14

8) F2412

基
礎

芯

3,
64

3

6
00

60
0

基礎芯

4,
25

7

F28

< F28・F24・F2412 >

85
0

5
0

2,
10

0(
3,

10
0)

設計GL

設計GL

改良天端

改良天端50

3
,5

00

F24A

600 600 1,400 1,400

宮城県仙台市青葉区上杉三丁目３－１６　〒９８０－００１１

ＴＥＬ（代表）０２２－２２２－６８８７　　ＦＡＸ０２２－２２４－２３９７

一級建築士登録

第１０１３１６号

代表取締役社長　　栗 原 將 光
訂正 工

事
名

図
面
名

管
理
者

発行

認

部長 次長 審査 担当

図
番

連
番

設
計
者

縮
尺

一級建築士登録
栗 原 憲 昭 伏見　勇男

第２８９３０８号

A1:

A3:

ＳＡＫＡＲＩ

Ｓ Ｏ Ｇ Ｏ

Ｐ Ｌ Ａ Ｎ

株式会社 盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計
事務所登録　　　宮城県　第２３２１０１８８号 1/150

1/300

Ｓ－　

2,415 335335

7,3506,00013,0007,5006,0007,0007,0007,0008,0008,150

4,6004,4503,0502,3503,6503,9503,0504,5002,5003,9003,915

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

　　竹内　真弘　一級建築士 第156382号構造設計一級建築士 第2371号

日鉄物産システム建築株式会社一級建築士事務所　東京都知事登録　第34000号

川房地区複合型園芸施設整備事業建築機械工事

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

胴
縁

芯

胴
縁

芯

F
28

基
礎

芯

3,915 3,900 3,500 3,500 3,500 3,500 3,500 3,500 3,750 3,400 3,500 3,515

8,150 8,000 7,000 7,000 7,000 6,000 7,500 13,000 6,000 7,350
350

335

350

335

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

胴
縁

芯

胴
縁

芯

F
28

基
礎

芯

F
28

F24

Y

X

基
礎

芯

3,400 4,600

基
礎

芯

2,715 4,285

基
礎

芯

基
礎

芯

2,5003,500

基
礎

芯

3,550 4,450

基
礎

芯

2,4003,600

改良伏図

０９

改良伏図　　1/150

・F28・F24・F2412 基礎下端 = 1FL-1,850

・1FL = 設計GL+1,000

・F24A 基礎下端 = 1FL-1,450

< 改良伏図 凡例 >

・改良伏図は、上階より見下げた図面とする。
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・設計基準強度：Fc = 1,000 kN/㎡
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2025.10

　　　　：　　GL-4,000mm(改良長：L=3,100mm)

・改良底：　　GL-3,000mm(改良長：L=2,100mm)

< 改良仕様 >

・工法：深層混合処理工法(炎工法)

　　　　：F24・F24A・F2412 φ1,200mm

・改良径：F28・F28A        φ1,400mm

　　　　　　(F28A・F24A 改良長：L=3,500mm)

・改良体総本数：n = 234本

inomata
テキスト ボックス
川房地区複合型園芸施設整備事業加工施設建築主体工事



2
07

宮城県仙台市青葉区上杉三丁目３－１６　〒９８０－００１１

ＴＥＬ（代表）０２２－２２２－６８８７　　ＦＡＸ０２２－２２４－２３９７

一級建築士登録

第１０１３１６号

代表取締役社長　　栗 原 將 光
訂正 工

事
名

図
面
名

管
理
者

発行

認

部長 次長 審査 担当

図
番

連
番

設
計
者

縮
尺

一級建築士登録
栗 原 憲 昭 伏見　勇男

第２８９３０８号

A1:

A3:

ＳＡＫＡＲＩ

Ｓ Ｏ Ｇ Ｏ

Ｐ Ｌ Ａ Ｎ

株式会社 盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計
事務所登録　　　宮城県　第２３２１０１８８号 1/150

1/300

基礎伏図

2,415 335

基礎芯

胴縁芯

胴縁芯

F28 F28 F28 F28 F28 F28 F28 F28

F28 F28 F28 F28 F28 F28 F28 F28

F28 F28F24A F24A F24A F24A F24A F24A F24A

基礎芯

基礎芯

基礎芯

基礎芯

基礎芯

基礎芯
4,

95
0

4
,9

50
4
,5

50
4,

40
0

3,
95

0
3
,9

65

21
,1

50
25

,8
50

33
5

F2412

F2412

F2412

F2412

F2412

F2412

F2412

C452

C452 C452 C452 C452 C452 C452 C452 C452

C452

33
5

C452

C452

基礎芯

基礎芯

胴縁芯

胴縁芯

F2412

P194

F2412F2412 F2412F2412F2412

335

7,3506,00013,0007,5006,0007,0007,0007,0008,0008,150

4,6004,4503,0502,3503,6503,9503,0504,5002,5003,9003,915

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

F28

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

Y1

Y2

Y3

胴
縁

芯

胴
縁

芯

F
28

基
礎

芯

基
礎

芯
F
28

　　竹内　真弘　一級建築士 第156382号構造設計一級建築士 第2371号

日鉄物産システム建築株式会社一級建築士事務所　東京都知事登録　第34000号

川房地区複合型園芸施設整備事業建築機械工事

胴縁芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

胴
縁

芯

胴
縁

芯

基礎芯

F
28

基
礎

芯

28
5

3,915 3,900 3,500 3,500 3,500 3,500 3,500 3,500 3,750 3,400 3,500 3,515

8,150 8,000 7,000 7,000 7,000 6,000 7,500 13,000 6,000 7,350
350

335

350

335

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

Y0

胴
縁

芯

胴
縁

芯

F
28

基
礎

芯

基
礎

芯
F
28

F24

基礎伏図　　1/150

Y

X

1
1,

50
0

58
,5

00

P148

P148
基礎芯

P148

F2412F2412

F2412

3,
40

0

基
礎

芯

F2412

3,400 4,600

F2412

基
礎

芯

2,715 4,285

基礎芯

2,
9
50

3
,7

15

F2412

基礎芯

F2412

基礎芯

F2412

基礎芯

基礎芯

F2412

F28

F2412

基
礎

芯

F28

基礎芯

基礎芯

基礎芯

P194

基
礎

芯

2,5003,500

基
礎

芯

3,550 4,450

F28

F24

基礎芯

F2412

5,
00

0

基礎芯

F2412

4,
95

0
2
,9

50

F2412

基礎芯

基
礎

芯

F2412

2,4003,600

Ｓ－　１０

F2412

2,000

F2412

基
礎

芯

5,000

F2412

2,650 3,350

基
礎

芯

P148
基礎芯

3
,8

00

4,
15

0
3
,9

50

基礎芯

基礎芯

4
,0

15

F28基礎芯

F28基礎芯

5
,0

00

Y1

Y2

Y3

21
,1

50
25

,8
50

4,
42

5
3,

87
5

3
,8

75
4
,0

50
4,

20
0

5
,0

00
3,

64
3

4,
25

7
4
,0

25
4,

65
0

F28基礎芯

3
35

3
35

F28基礎芯

F2412

F2412

3
35 20
7

基礎芯
F2412

F2412 F2412 F2412 F2412 F2412 F2412 F2412 F2412 F2412

C452 P194 P194
C452 C452

P194 P194
C452

P194
C452 C452

P194 P194 P194
C452

P194
C452C456

基
礎

芯

=
通

り
芯

F
28

基
礎

芯
=
通

り
芯

50 50F
24

F
24

基
礎

芯

基
礎

芯

5,000 5,000 3,000

=通
り

芯
F2

8基
礎

芯

基
礎

芯

基
礎

芯

F2412

C359

基
礎

芯
F
24

12

151

151 151

151

C359

F2
41

2
基

礎
芯

1
84

基礎芯
F2412P148 P148 P148

1
84

1
84

基礎芯
F24

胴縁芯

28
5

350350

C452

P194

P194

P194

P244

P244

P244

P244

P244

P244

P244

P244

P244

P244

P244

P244

P244

P244

P244

207

207

207

F
24

12
基

礎
芯

232

F
24

12
基

礎
芯

232

232

232

232

232

F2412

C452C456P194C452P194C452P194C452P194C452P194P194 C452 C452 P194P194 P194

2
07

F2412
基礎芯

F28

2
07

2
07

2
07

2
07

2
07

2
07

2
07

2
07

3
35

3
35

3
35

3
35

3
35

3
35

3
35

3
35

232

F2
41

2

(間
柱

基
礎

芯

F2412

232

232

232

232

232

232

232

232

335

20
7

20
7

20
7

20
7

20
7

20
7

20
7

20
7

3
35

3
35

3
35

3
35

3
35

3
3520
7

3
35

3
35

335

F2412

基
礎

芯

P194

2
07

5,050 3,650 4,300

基
礎

芯

F2412

P194

F28

20
7

3,0002,650
F2

8基
礎

芯
=通

り
芯

土留壁

F2412

土留壁 土留壁 土留壁 土留壁 土留壁 土留壁 土留壁 土留壁 土留壁 土留壁 土留壁 土留壁 土留壁 土留壁 土留壁 土留壁 土留壁 土留壁 土留壁 土留壁 土留壁

土留壁 土留壁 土留壁 土留壁 土留壁

土
留

壁

土
留

壁
土

留
壁

土
留

壁

土
留

壁
土

留
壁

土
留

壁

土
留

壁
土

留
壁

土
留

壁
土

留
壁

土
留

壁
土

留
壁

土
留

壁
土

留
壁

土
留

壁
土

留
壁

土
留

壁
土

留
壁

土留壁土留壁土留壁土留壁土留壁土留壁土留壁土留壁土留壁土留壁土留壁土留壁土留壁土留壁土留壁土留壁土留壁土留壁土留壁土留壁土留壁土留壁

土
留

壁
土

留
壁

土
留

壁
土

留
壁

土
留

壁
土

留
壁

土
留

壁
土

留
壁

土
留

壁
土

留
壁

土
留

壁
土

留
壁

・F28・F24・F2412 基礎下端 = 1FL-1,850

・基礎伏図は、上階より見下げた図面とする。

・基礎芯 = 柱芯 とする。

< 基礎伏図 凡例 >

・F24A 基礎下端 = 1FL-1,450

・1FL = 設計GL+1,000

・　　： 擁壁を示す。
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　協議の上、決定すること。

　(モルタル等による埋設不可)
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・RF下層梁伏図は、上階より見下げた図面とする。

・大梁上ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ受材：□-75x75x2.3 とする。

・折板を受ける小梁天端レベルは大梁天端+75mmとする。

・妻側大梁上ｹﾗﾊﾞﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ受材：□-75x75x2.3@1,500以下 とする。

・Y3通り大梁天端 = 水下梁天 = FL+5,100mm

・Y1通り大梁天端 = 水上梁天 = FL+6,600mm

< 梁伏図 凡例 >

・水平ﾌﾞﾚｰｽﾚﾍﾞﾙは、大梁の天端ﾚﾍﾞﾙとする。

・特記なき水平ﾌﾞﾚｰｽは、V20 とする。

・ケーブルラック受け(B10)を受けるB19天端ﾚﾍﾞﾙは、大梁天端-90とする。

・区画壁直上のB19天端ﾚﾍﾞﾙは、大梁天端±0とする。
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・妻側大梁上ｹﾗﾊﾞﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ受材：□-75x75x2.3@1,500以下 とする。

・大梁上,B44上ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ受材：□-75x75x2.3 とする。

・水平ﾌﾞﾚｰｽﾚﾍﾞﾙは、大梁の天端ﾚﾍﾞﾙとする。

< 梁伏図 凡例 >

・RF上層梁伏図は、上階より見下げた図面とする。

・特記なき水平ﾌﾞﾚｰｽは、V20 とする。

・Y1通り大梁天端 = 水上梁天 = FL+7,650mm

・Y3通り大梁天端 = 水下梁天 = FL+6,150mm

・折板を受ける小梁天端レベルは大梁天端+75mmとする。

　(ただし、B44は大梁天端+0mm)

・区画壁直上のB19天端ﾚﾍﾞﾙは、大梁天端±0とする。

・キャットウォーク吊材受け用のB19天端ﾚﾍﾞﾙは、大梁天端-15とする。

・ケーブルラック受け(B10)を受けるB19天端ﾚﾍﾞﾙは、大梁天端-90とする。

・B10(ケーブルラック受材・オーバースライダー受材)の下端ﾚﾍﾞﾙは、LB40の下端合せとする。

・天井下地材は、LB40の下端取付とする。
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< 軸組図 凡例 >

・  　：Joint位置を示す。

    　（特記なき場合は柱芯から1,000とする。）

　　  　ボード継目は2C-100x50x20x2.3 または □-100x100x2.3 とする。

・　　：D152：C-100x50x20x2.3@1,000以下を示す。

・最下段の横胴縁は端部および@2,000以下ごとにRC立上り等に緊結する事(ﾓﾙﾀﾙ30mm)。

・既製品のメーカー仕様により必要な部材は受材含めて、意匠図によること。

　（ドックシェルター、オーバースライダー、防火ドア、既製品庇）
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< 軸組図 凡例 >

・  　：Joint位置を示す。

    　（特記なき場合は柱芯から1,000とする。）

　　  　ボード継目は2C-100x50x20x2.3 または □-100x100x2.3 とする。

・　　：D152：C-100x50x20x2.3@1,000以下を示す。

・最下段の横胴縁は端部および@2,000以下ごとにRC立上り等に緊結する事(ﾓﾙﾀﾙ30mm)。

・既製品のメーカー仕様により必要な部材は受材含めて、意匠図によること。

　（ドックシェルター、オーバースライダー、防火ドア、既製品庇）
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< 軸組図 凡例 >

・  　：Joint位置を示す。

    　（特記なき場合は柱芯から1,000とする。）

・　　：D152：C-100x50x20x2.3@1,000以下を示す。

　　  　ボード継目は2C-100x50x20x2.3 または □-100x100x2.3 とする。

・最下段の横胴縁は端部および@2,000以下ごとにRC立上り等に緊結する事(ﾓﾙﾀﾙ30mm)。

・既製品のメーカー仕様により必要な部材は受材含めて、意匠図によること。

　（ドックシェルター、オーバースライダー、防火ドア、既製品庇）

2025.10
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< 軸組図 凡例 >

・  　：Joint位置を示す。

    　（特記なき場合は柱芯から1,000とする。）

・　　：D152：C-100x50x20x2.3@1,000以下を示す。

　　  　ボード継目は2C-100x50x20x2.3 または □-100x100x2.3 とする。

・最下段の横胴縁は端部および@2,000以下ごとにRC立上り等に緊結する事(ﾓﾙﾀﾙ30mm)。

・既製品のメーカー仕様により必要な部材は受材含めて、意匠図によること。

　（ドックシェルター、オーバースライダー、防火ドア、既製品庇）
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< 軸組図 凡例 >

・  　：Joint位置を示す。

    　（特記なき場合は柱芯から1,000とする。）

・　　：D152：C-100x50x20x2.3@1,000以下を示す。

　　  　ボード継目は2C-100x50x20x2.3 または □-100x100x2.3 とする。

・最下段の横胴縁は端部および@2,000以下ごとにRC立上り等に緊結する事(ﾓﾙﾀﾙ30mm)。

・既製品のメーカー仕様により必要な部材は受材含めて、意匠図によること。

　（ドックシェルター、オーバースライダー、防火ドア、既製品庇）
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< 軸組図 凡例 >

・  　：Joint位置を示す。

    　（特記なき場合は柱芯から1,000とする。）

・　　：D152：C-100x50x20x2.3@1,000以下を示す。

　　  　ボード継目は2C-100x50x20x2.3 または □-100x100x2.3 とする。

・最下段の横胴縁は端部および@2,000以下ごとにRC立上り等に緊結する事(ﾓﾙﾀﾙ30mm)。

・既製品のメーカー仕様により必要な部材は受材含めて、意匠図によること。

　（ドックシェルター、オーバースライダー、防火ドア、既製品庇）
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K103

WP150 WP150

K103

WP150には胴縁を取付けないこと WP150には胴縁を取付けないこと
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事務所登録　　　宮城県　第２３２１０１８８号

Ｓ－　

1/30

1/60

川房地区複合型園芸施設整備事業建築機械工事

基礎リスト・礎柱リスト・基礎詳細図

　　竹内　真弘　一級建築士 第156382号構造設計一級建築士 第2371号

日鉄物産システム建築株式会社一級建築士事務所　東京都知事登録　第34000号
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スリット等で絶縁すること

スリット等で絶縁すること

土間コンクリート厚さ
及び配筋は、管理者と
協議の上決定すること

土留壁と土間コンは構造

土留壁と擁壁は構造
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川房地区複合型園芸施設整備事業建築機械工事

鉄骨部材リスト・柱脚リスト
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1/30,1/60

Ｓ－　
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※座金外側2辺をB.PLと現場溶接とすること。 隅肉ｻｲｽﾞ9mm

P244 P194柱　符　号

間柱柱脚リスト　1/30

P148

※支承板柱脚周りはコンクリートを箱抜きすること。
　(モルタル等による埋設不可)

※支承板柱脚周りはコンクリートを箱抜きすること。
　(モルタル等による埋設不可)
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ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ締め , 定着長 L=600 ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ締め , 定着長 L=600
A.bolt 2 - M16 (SS400)

ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ締め , 定着長 L=600
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C452・C456 柱脚詳細図

□ - 450 x 450 x 12 (BCR295)

□ - 450 x 450 x 16 (BCR295)
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ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ締め , 定着長 L=320

鉄骨柱脚リスト

階

1階

1階

1階

RF上屋根

RF下屋根

残渣処理室屋根

符号

C359 □ - 350 x 350 x  9

C452 □ - 450 x 450 x 12

C456 □ - 450 x 450 x 16

G800

G792 H - 792 x 300 x 14 x 22

G482 H - 482 x 300 x 11 x 15

G44 H - 446 x 199 x  8 x 12

鉄骨部材リスト [ 柱・大梁 ]

鉄骨部材リスト [ 片持梁 ]

階

庇

部　　　材 備　　考材種符号

継手：鉄骨構造標準図 参照SS400CG30 H - 300 x 150 x 6.5 x 9

継手：鉄骨構造標準図 参照SS400CG34Z (溶融亜鉛めっき）H - 346 x 174 x  6 x  9

(溶融亜鉛めっき） 継手：鉄骨構造標準図 参照SS400H - 298 x 149 x 5.5 x 8CG29Z

材種 備　　考

BCR295 柱脚リスト参照

BCR295 柱脚リスト参照

BCR295 柱脚リスト参照

SS400 継手：鉄骨構造標準図 参照

SS400 継手：鉄骨構造標準図 参照

SS400 継手：鉄骨構造標準図 参照

SS400 継手：鉄骨構造標準図 参照

λmax =  72.2

λmax =  98.1

λmax =  80.0

部　　　材

SS400

符号 部　　　材 材種 備　　考

鉄骨部材リスト [ 二次部材 ]

P194 H - 194 x 150 x  6 x  9

H - 244 x 175 x  7 x 11

SS400 柱頭：G.PL-9(SS400) , HTB 2-M16 @60
柱脚：間柱柱脚リスト 参照

柱脚：間柱柱脚リスト 参照

SS400
柱脚：間柱柱脚リスト 参照
柱頭：G.PL-9(SS400) , HTB 2-M16 @50

継手：鉄骨構造標準図 参照

SS400LB40 LH - 400 x 200 x 4.5 x 6

SS400H - 446 x 199 x  8 x 12 継手：鉄骨構造標準図 参照(残渣処理室屋根）

(RF上層屋根） G.PL-6(SS400) , HTB 3-M20 @60

G.PL-12(SS400) , HTB 4-M20 @60

(RF上層屋根） SS400B49

B44

H - 496 x 199 x  9 x 14
X8通り：G.PL-12(SS400) , HTB 6x2-M20 @60x@60
X9通り：G.PL-12(SS400) , HTB 6-M20 @60

(ｷｬｯﾄｳｫｰｸ） SS400H - 100 x 100 x  6 x  8P100

柱頭：G.PL-9(SS400) , HTB 2-M20 @60P244

H - 148 x 100 x  6 x  9 P148

G.PL-6(SS400) , HTB 2-M16 @60 

LGS受材

既製庇受材1

既製庇受材2

2L - 65 x 65 x 8

 L - 65 x 65 x 8

SS400

SS400

G.PL-6(SS400) , HTB 2-M16 @60 

G.PL-6(SS400) , HTB 2-M16 @60 

□ - 150 x 150 x 3.2 G.PL-4.5(SS400) , 2-M12( 緩み止め機能付ボルトまたは中ボルト）STKR400

・特記なき限り HTB は S10T または F10T とする。

・既製品のメーカー仕様により必要な部材は受材含めて、意匠図によること。

　（ドックシェルター、オーバースライダー、防火ドア、既製品庇）
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PL - 40 x 350 x 350 (SN490C)

G800A 継手：S-24 参照

SS400

SS400

SS400

B24

B24Z

H - 346 x 174 x  6 x  9

H - 248 x 124 x  5 x  8

H - 248 x 124 x  5 x  8

(庇）

(庇）
(溶融亜鉛めっき）

(庇）
(溶融亜鉛めっき） G.PL-9(SS400) , HTB 3-M20 @70(F8T)

G.PL-9(SS400) , HTB 2-M16 @60

G.PL-9(SS400) , HTB 2-M16 @60(F8T)

B34Z

SS400H - 198 x 99 x 4.5 x  7 G.PL-6(SS400) , HTB 2-M16 @60 (RF上層屋根）
B19

SS400

SS400

H - 194 x 150 x  6 x  9 G.PL-9(SS400) , HTB 2-M16 @60

SNR400B

b1

b2

[ - 125 x 65 x  6  x  8 SS400

SS400

[ - 100 x 50 x  5 x 7.5

[ - 100 x 50 x  5 x 7.5

[ - 150 x 75 x  6.5 x 10

SS400

SS400

SNR400B

SNR400B

(庇）

(庇）
(溶融亜鉛めっき）

(RF上層屋根）

(残渣処理室屋根）

(溶融亜鉛めっき）
(庇）

(RF上層屋根）(RF下層屋根）

G.PL-9(SS400) , HTB 1-M20V20 1-M20(JIS) ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ締め
(RF上層屋根）(RF下層屋根）
(残渣処理室屋根）

1-M16(JIS) ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ締め

1-M16(JIS) ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ締め

(庇）

G.PL-9(SS400) , HTB 2-M20 @70

G.PL-9(SS400) , HTB 2x2-M20 @50x@50

V16Z

G.PL-6(SS400) , HTB 1-M16

G.PL-6(SS400) , HTB 1-M16(F8T)

B100 (ｷｬｯﾄｳｫｰｸ） SS400H - 100 x 100 x  6 x  8

天井下地材

 STKR400 

STKR400

D152 ボード継目は2C-100x50x20x2.3 または □-100x100x2.3 とする。
C - 100 x 50 x 20 x 2.3 - 1,000@以下

2-M12 ( 緩み止め機能付ボルトまたは中ボルト）
G.PL-4.5(SS400)

K103 □ - 100 x 100 x 3.2

□ - 75 x 75 x 2.3 STKR400

妻側大梁上
ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ受材

□ - 75 x 75 x 2.3 - 1,500@以下 STKR400

大梁・B44上ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ受材 G.PL-4.5(SS400) , 2-M12( 緩み止め機能付ボルトまたは中ボルト）

G.PL-4.5(SS400) , 2-M12( 緩み止め機能付ボルトまたは中ボルト）

SSC400

接合部詳細図 参照C - 100 x 50 x 20 x 2.3

STKR400

SSC400

SSC400
STKR400

出隅・入隅胴縁
軒・ケラバ胴縁

K102
□ - 100 x 100 x 2.3

上下材：□ - 100 x 100 x 3.2
束材：□ - 100 x 100 x 2.3 - 1,000@以下

腰胴縁(D152)

ボルト：2-M12 ( 緩み止め機能付ボルトまたは中ボルト)

胴縁付き接合部：PL-4.5(SS400)曲げ加工、または、L-75x75x6

　　　　　　　　　または、L-150x90x9

コーナー用及び梁・柱付き接合部：PL-6(SS400)曲げ加工品(リブ付き指定品)

SS400

B148 H - 148 x 100 x  6 x  9 SS400 G.PL-6(SS400) , HTB 2-M16 @50 

(RF下層屋根）

SS400H - 198 x 99 x 4.5 x  7B19A (RF上層屋根） G.PL-12(SS400) , HTB 2x2-M20 @60x@60

SS400L - 75 x 75 x 6V75

T1 [ - 100 x 50 x  5 x 7.5 SS400

L - 65 x 65 x 6 - @1,500
L - 65 x 65 x 6 - @1,000 (ｷｬｯﾄｳｫｰｸ）

ファインフロア受材
蒸気配管受材

SS400B10 [ - 100 x 50 x  5 x 7.5

B125 SS400 G.PL-9(SS400) , HTB 2-M20 @70

HB194

HB148 H - 148 x 100 x  6 x  9 G.PL-9(SS400) , HTB 2-M16 @50 

(横使い)

(横使い)

b3

b3Z

G.PL-6(SS400) , HTB 2-M16 @60 

G.PL-6(SS400) , HTB 2-M16 @60(F8T) 

V16

B200 I - 200 x 100 x  7 x 10 G.PL-6(SS400) , HTB 2-M16 @60 

G.PL-6(SS400) , HTB 2-M16 @60 

G.PL-6(SS400) , HTB 2-M16 @60 

(ｸﾚｰﾝ走行梁)

(ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ受材)

G.PL-6(SS400) , HTB 2-M16 @60 (ﾎｲｽﾄｸﾚｰﾝ受材)

G.PL-6(SS400) , HTB 2-M16 @60 (ﾎｲｽﾄｸﾚｰﾝ受材)

G.PL-6(SS400) , HTB 2-M16 @60 (ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ受材)(ｷｬｯﾄｳｫｰｸ）
(ｵｰﾊﾞｰｽﾗｲﾀﾞｰ受材)

H - 125 x 125 x 6.5 x 9 (ﾌｯｸ取付用受材)

B194 SS400H - 194 x 150 x  6 x  9

WP150

WB150 H - 150 x 150 x  7 x 10 

H - 150 x 150 x  7 x 10 SS400

SS400

(区画壁)

柱頭：G.PL-9(SS400) , HTB 2-M16 @60
柱脚：間柱柱脚リスト 参照

G.PL-9(SS400) , HTB 2-M16 @50 

G.PL-9(SS400) , HTB 2-M16 @60 

C - 100 x 50 x 20 x 3.2 - 900@以下
□ - 100 x 100 x 3.2 - 1,800@以下

LH - 400 x 200 x 4.5 x 6

(RF下層屋根）

(RF下層屋根）LB40A SS400

方杖材：PL-12x200 , HTB 2-M20
G.PL-6(SS400) , HTB 3-M20 @60
方杖材：L-65x65x6(SS400) , HTB 2-M16

(区画壁)

H - 800 x 300 x 14 x 26

H - 800 x 300 x 14 x 26

SM490A

4
0

ｼｬｯﾀｰ受材・防火ﾄﾞｱ補強材

inomata
テキスト ボックス
川房地区複合型園芸施設整備事業加工施設建築主体工事


